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大 管長 会 メ ッセー ジ

敬 虞 な 民

ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

たち は実 に祝福 されて いる民 です、私 主 は私 た ち に，イ エス ・キ リス ト

の 福音 ，聖霊 の光 ，神 権 ，力 ，約束 ，誓

約 ，神殿 ，家 族 ，真理 な ど ，す べて の も

の を与 えて くだ さい ま した 。従 って ，私

たち は地 上で 最 も幸せ な 民 と言 え ます 。

また最 も敬 慶な 民で ある はず'です 。 ここ

で ，す べて の 人が ，す べて の家 族が も う
一 度 自らを 省みて いた だ きた い と思 い ま

す 。私た ち は敬 慶な民 で しょうか 。家 庭

や教 会 にお け る態度 は ，造 り主 に対す る

敬 慶 さを示す もので しょうか 。

教 会 の指 導者 であ る私 たち にと って気

が か りな ことが あ ります 。聖餐 会や大 会

に出席 して 目につ くのは ，子供 たち が親

の 手か ら離 れ ，通路で うろ うろ して いる

ことです 。 また聖 餐 が配 られて い るの に

話 を してい る 人もいれ ば ，居眠 リを して

いる 人もい ます 。また ，玄関 にたむ ろ し

て い る少年 たち もい ます.会 の途 中で 入

って来 て ，ざわ ざわ と席 に着 く家族 や ，集

会 後礼拝 堂で 大 声で話 して い る人たち も

見 か けます 。

これ を見て ，求 道者 や友 人 また証 を得

た い と思 って い る人た ち は ，と'のよ うに

思 うで しよう?集 会 は大 きな伝 道 の機 会

で あ リ，主 のみ た まが あふ れ ，人 々の心

に しみ 入る もの ではな いで しょ うか 。主

のみた まを感 し『る ことが一でき るよ う ，そ

れ を乱す も のを まず取 り除 く必 要 があ り

ます 。

では ，敬慶 について 考 えてみ ま しょう。

末 日聖徒 の生 活 にお ける敬 慶 の意味 とそ

の 大切 さの ほか に ，子 供 たち に敬慶 を教

え ，それ を高 め る方法 につ いて も取 り上

げて みた い と思 います 。

敬度の意味 とその大切さ

慶 と は 「神聖 な もの に対す る深 い

敬 尊 敬 ，愛 ，畏敬 の気持 また は行 な

い」 と定 義 されて き ま した 。 しか し，神

.に対 す る献身 を表 わす もので あ れ ば，す

べて 敬盧 さ を示す もの であ る と言え ます;

敬 塵が 人 の最 も高い徳 の ひ とつで あ る

とい うこと は ，これ までた くさ んの指 導

者が 述べ て きま した。 また ，敬 慶が神 に

対す る真 の信仰 ，神 の義 ，高 い教養 ，生

活 の中の よ リ繊 細な もの をい つ くしむ心

であ る ことを指摘 してき ま した 。

神に対する敬度

代 の啓示 の 中で ，主 は私 たち が敬

近 慶 の意味 と大切 さ を理解 で きる よ

う ，助 け を与 えて くださ って い ます 。

そ こ には ，天 父 と御 子 に対す る敬 慶 が ，

日の栄 の王 国 に入るた め に，欠 くべ か ら

ざる特 質で あ ると述 べ られ て いる よ うに

思 い ます 。教 義 と聖約76章 を 見てみ ま し

ょ う。1832年2月 ，ジ ョセ フ ・ス ミス と

シ ドこ 一 ・リグ ドン に 与 え られ た こ の
「示 現

」 と呼 ばれ る啓 示 には ，次 のよ う

にあ ります 。

「またわ れ らか くの如 く 日の光 栄 を見

たれ ども ， こはあ らゆ る点 に於 て他 よ り

勝 れ た リ ，す なわち 此所 に於 ては神 すな

わち御 父そ の御 座 よ リ永遠 に治 めた もう

な リ。

そもそ も ，父な る神 の御座 の前 に はす

べて のも の皆 畏れ 敬い て額 づ き，永遠 に

御 栄 を讃 め奉 る 。

神 の御 前 に住む者 は 「長子 」 の教会 員

な リ。彼 ら は見 らるる如 く見 ，知 ら るる

如 く知 リて ，神 の無 上完 全 と神 の恩 恵 と

を受 く。

而 して神 はまた 彼 らを して能 力と ，勢

い ，支配 の 及ぶ所 を神 と等 しくな ら しめ

た も う。」 〔教 義 と聖 約76：92-95〕

神のみ名に対する敬度

の啓示'では ，神 のみ 名 に対 して も

他 敬 盧 な気持 を示 す よ うにと言わ れ

て い ます 。す な わち御 父 のみ 名を汚 さず

またそ れを むや み に使 うこ とを避 けるよ

うに と教 えられ てい ます 。

〔教義 と聖 約107：2-4参 照〕

このことは十戒 の中で も言 われて いま或
「あなた は

，あな た の神 ，主の 名を ，

み だ りに唱 え て はな らない 。主 は，み名

をみ だ りに唱 え るもの を ，罰 しな いで は

置か な いであ ろ う。」 〔出エ ジ プ ト20：7〕

神 と神 のみ 名 に敬 慶 さ を示 す こ とは，

私た ちが 高 める こ とので きる最 も大切 な

特質 の ひ とつ と言 えま しょ う。

主の家に対する敬度

主鵬島1：禦 ヨ篇聯蕊
主 の家 に対 す る敬凄 につ いて語 られ ま し

た 。啓示 によ って ジ ョセ フ ・ス ミス に与

え られた カー トラ ン ド神殿 献堂 の祈 リの

中で ，主 は主 のた め に建 て られたす べて

の聖 な る神殿 は ，敬 度 さを示 す所で あ る

と命 じられ ま した 。

〔教 義 と聖 約109：13参 照 〕
・教 会 の聖 なる神 殿 について 言わ れた こ

れ らの こ とは ，教 会堂 は もち ろ んの こと

聖徒 が 礼拝 に使 用す る所 ，ひいて は末 日
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1.

聖 徒 の家庭 まで ，あ らゆる 「主 の家」 に

あて はま るもので す 。

敬度と幸福

慶 さ とは， 日曜 日だ け の一時 的な

敬 態度 で はない こ とを思 い起 こさな

けれ ばな り ませ ん 。真 の敬 慶 さ には ，愛 ，

尊敬 ，感謝 ，畏 敬 に加 えて ，幸 福が あ り

ます 。敬 慶さ は ，生 活 にあ って大切 な徳

の ひ とつ な ので す 。従 って末 日聖徒 は，

地上 で最 も敬 慶な民 と言 え るで し ょう。

敬度 と家庭

は ，敬 慶 さは どこ'で養 い ， どのよ

で うに高 めた らよ いので しょ うか。

家庭 が ，神 にふ さわ しい あ らゆ る徳 を

養 う絶好 の場 であ る よ うに，敬 震 さも ま

た ，家 庭 において 養わ れ ます 。主 は私 た

ちが 自分 自身の家 庭 を評 価 す るこ とがで

き るよ うに，末 日聖徒 の家 庭 の標 準 を定

め られ ま した 。

子供 に祈 リを教 え る ことは ，非常 に大

切 です 。天 父 に祈 る とき に ，頭 を垂 れ ，

腕 を組 み ， 目を閉 じる ことを ，子供 は個

人の祈 りや 家族 の祈 りを通 して 学 び ます。

そ して ，家 庭で 学ん だ事柄 が ，教会 の集

会 での行動 に現 われ る の'です 。家庭 で祈

るよ うにな った子供 は ，礼 拝行 事 の祈 リ

のとき は ，じっ と して ，静か に していな

ければな らな い と，す ぐ にわ か るよ うに

なるで しょう。

同様 に ，家 庭 のタベ が家族 の生 活の一

部 にな って いる と，子供 たち は教会 だ け

でな く家 庭で も天 父 について 学 び ，敬 慶

に しな けれ ばな らない 時が ある こと を知

るよ うにな ります 。

音楽 は子供 たち に特 別な喜 び をもた ら

して くれ ます 。教 会で歌 う讃 美歌 は ，家

庭で もな じみ の深 いも の となる こ とで し

よ う。，特 に幼 い子供 には ，両 親が 家庭 で

簡単な 讃 美歌 を教 え るよ うにす る とよい

で しょ う。そ うす る こと によ って ，子 供 、

たち は聖餐会 や他 の集 会で も ， 自ら進 ん

で歌 うよ うにな ります 。

教会での敬度

言 う まで もな く・両親 は子供 と一緒
==に 日曜 日の集会 に出席 します 。

夫婦 は協 力 して ，教 会 に行 く準備 の時

間 を楽 しいひ とと きにす るよ う心が けな

ければな りませ ん 。あわ てて 子供 たち を

集 め ，服 を着せ ，集 会 にすべ リ込 むよ う

で あ って は ，敬 慶 な気持 を抱 くこと はで

きませ ん。

この よ うな こ とが習慣 にな って しま う

と ，い つも集会 に遅 刻す る よ うにな リ ，

また どな った り，気分 を害 した りす るよ
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うにな ります 。子供 たち も集会 中騒 いだ

リ，落 ち着 かな くな2た りす るも ので真

どの程 度敬 凄 になれ るか は ，集 会 が始 ま

る前 によ く準備 した か どうか によ りまiす6

す なわ ち ，集会 が始 ま る前 に教 会 に着 き，

家 族 そろ って着 席 して前奏 を聴 き ， この

世 的 なも のを心 か ら取 り除 くこ とがで き

たか ， どうか によ るめで す 。

幼 い子供 のい る両 親 は ，子供 に集会 の

大切 さ を悟 らせ ，騒がせ な いよ うにす る

の に大変 な ときも あ る'でしょ う。これ を

上 手 に行 な うに は，家庭 で の忍耐 ，堅実 ，

準備 が非常 に大切 な要素 とな ります 。教

会で 子供 を どのよ う に扱 った らいい のか

途方 に暮 れて い る若 い両 親 は ，ワー ド部

内 の経 験 の豊 かな 人 に尋 ね る とよ いで し

よつ。/

集 会 の前後 ，教 会 貝が礼拝 堂 に群 が り，

あ いさ つを交 わ して いる ことが よ くあ り

ます 。 この礼 を 欠いた行 な い は，単 にだ

れ とで も親 しくす る とか ，安 息 日は 人を

訪 問 した り， フエ ロー シッ プ した リ，初

めて 来た 人 とあ いさ つす るの に絶 好 の時

で ある とか とい う理 由で行 なわ れて い ま

す 。両親 は ，集会 の前 後 ，玄関先 や 礼拝

堂 の外で あ いさ つを済 ませ る よ うに し，

家族 に良い模 範 を示す よ うに しま しょ う。

集会 後 ，両親 は子 供た ち と集会 で話 され

た こ とや 音楽 ，また集 会 のよか った 点 に

ついて語 リ合 い ，集会 のみ た まを家 庭 に

持 ち込 むよ う に します 。

敬度さを高めるために

』 れ まで ，敬 慶 の意味 とその大切 さ
㌔一 につ いて考 えて きま した。'また ，

家 庭や教 会'で敬 慶 さを高 め る方法 もい く

つか提 案 して きま した6し か し，人の態

度 が本 当 に改 まる のは ，各地域 の指 導者

と家族 が一 体 とな って ，敬 慶 さを育 む上

で障害 となる 問題 を克服 した と きで す 。

敬慶 さを高 め よ うとす る努 力は教会 中 に

広 まる ことで しょう。 このよ うな努 力 に

応 え七 ，私 た ちはで き る限 リ援 助 し，資

料 を提 供 した い と思 って い ます 。

真 の敬 慶 さは ，欠 くべか らざ るもの で

あ りなが ら ，悪 の力が 強 ま りつつ あ る今

日，急速 に失 われ てきて い ます 。私 た ち

の 内 にあ る善 をな そ うとす る力 は ，キ リ

ス トの真 の教 会 の数 多 くの会 員が模 範 と

な って敬 慶な 行な いを す るな ら，私た ち

が考 え る以上 に大 きな も のとな る こと'で

しょ う。そ して 想像 もで きな いほ ど 多く

の人 に影 響 を 及ぼす ことで しょう 。 しか

し，それよ りもさ らに大切 な こと は ，私

た ちが敬 慶 な民 と して 模範 を示 すな らば，

私 たち の家 庭 は測 リ知 れ ない ほ ど霊 的 に

奮 い 立た され る とい うことです 。生 活 の

中で ，さ ら に敬 慶 さを深 め るこ とがで き

るよ う祈 ってや み ません 。

'敬 度 さを教 える両親 へ

両 親 は ，以下 のこ とを行 ない ，子

A.供 が楽しく教会の集会に出席でぎ

る よ うに します 。

1.子 供 と一 緒 に 日曜 学校や 聖 餐会 に出

席 す る。

2.楽 しく ，ゆっ く りと教 会 に行 く準備

をす る。

3.集 会 の開会 時間 の10分 前 に教 会 に着

くよ う にす る 。

4.家 族 そろ って着 席す る 。

5.集 会 の後 ，そ の集会 で の話や 音楽 ，

良か った 点 について 語 り合 う。

幼 い子供 をもっ 両親 は以下 の こ とB ・を行 な うよ うに します
。

匪

1.子 供 に，今何 が行 なわ れて い るのか

を理 解 させ る。

幼 い 子 供 は ，ぬ リ絵 や 絵 本 な どが

あ れ ば ，静 か に して い られ るもの で

ある 。 しか し，な るべ く集会 につ い

て 子供 に理 解 させ る ことが大切 で あ

る 。ワー ド部 の ビジネ スや話 につい

て ，少 し説 明を加 え ると ，今 何 が行

なわ れて い るのか を子供 に伝 える こ

とが で きる 。例 えば ，父親 は 「今 話

.して い るの は憲一 君 のお 父さ んだ よ。

開拓 者 につ いて お話 して いる よ」 な

どと ささや くとよい 。

2歌 を強調 す る 。

歌 うこと は ，集会 の中で子 供が最 も

楽 しめ る もので あ る。家庭 で簡単 な

讃 美歌 を歌 った リ，子 供 に教 えた り

す る こと によ って ，子供 の興 味を呼

び 起 こす よ うにす る。 ワー ド部 音楽

指揮 者 は今 後 の集会 で歌 われ る讃 美

歌 の リス トを配 布す る のもよ い

3.家 庭や 初等 協 会 ， 日曜学 校で 学 んだ

礼儀作 法 を強調 す る 。

祈 リの とき は腕 を組み ，頭 を下 げ る

こと ，また聖 餐式 の間 は静 か に して

い る ことを ，子供 に思 い 出させ る 。

集会 中に通路 で遊 んだ リ，礼拝 堂 の

外 に 出た リ入 った りす るこ とは無作

法 であ る ことを ，子 供 に理解 させ る。

4.模 範 を示す

両親 自ら話 によ く耳 を傾 けるよ うに

し，子供 には 自分 の まね をす るよ う

に言 つ。

5.子 供 が集 会 に臨む 準備 がで きて い る

か ど うかを確 か め る。

手洗 いや 水 を飲 む ことな どは ，集会

が始 まる前 に済 ませ る 。



組織はまず家庭から

ラ イ マ ン ・ ド ・プ ラ ッ ト

家族で伝道 ，系図，福祉，家庭教育に取 り組みたいが，どうすればよいか と迷っ

ている父親の皆さんへ

父 親の皆 さん・あなたはこのようにつぶやいたことはあ
りませんか。

「よくわかってはいるが， まだ家族そろって朝晩ひざま

ずいて家族の祈 りをしていないd
「隣の人がきのう引っ越 して行った。引っ越して来てか

らそれほどたっていないのに。彼 らに会ってゆ くゆくは福

音 を知ってもらおうと思っていたのに， とうとうその機会

が持てなか ったd
「わが家の息子たちもそろそろ伝道に出る。気持だけは

十分あるんだが，お金がたまってないなあd
「菜園はいまだに遊んだままだq」
「おばあさんは若い頃の有益な体験 をたくさん話 して く

れた。生 きている間に記録 しておけばよかったd
「家族があま・り調子 よくない。いつ もだれかが病気 をし

ている。家中で何か運動でも始められたらいいんだがd
Tロ ー リーは教会のことに興味を失 って しまったようだ。

どうしてだろう。 どうも心配だd
「ジョー も来年は高校卒業だ

。 しか し卒業 したら， どん

な仕事につ.くか， どんな学校に行 くか， まだ よく話 し合っ

ていなかったんじゃないかなd
「子供は何 と大 きくなるのが早いんだ。大 きくなる一方

だ。それに引き換え，聖典の方はさっぱ りだ，」
「系図調べが大切なことはわかっている

。あれこれ言い

ながら結構や ってきたつもりだが，今年は去年 よりさっぱ

り進んでいないなあd
「父親 として，神権の使い方が どうも不十分な気がす る。

本当は神権 を行使 していないんだ。管理ができていない。

成行 きまかせ っていう感 じで， 自分が管理 しているという

充実感がまるでないd

あなたはこのどれかに心当た りがあ りませんか。ごく普

通の父親であれば，心当た りがあるはずです。あなたは時

々，神 の王国におけるひ とりの父親 として自分に求め られ

ていることと，自分の行ないや家族の進歩の様子 を引き比

べてみたことがあるでしょう。そ して多分いろいろ期待 さ

れていることにそぐわない現実 を目にしてきたことと思い

ます。それはどうしてでしょうか。信仰 とか正 しいことを

しよ うという望み とかの問題ではありません。家族をど、の

ように整えるか という問題にす ぎないめです。

私たちの父祖アダムを例に考えてみましょう。

アダムは死ぬ3年 前に，アダム ・オンダイ ・アーマンの

谷に義人の子孫を集めました。その家族の集いに主イエス

キ リス トが来られ，アダムに対 して，すべての父親の胸に

たたむべ.き言葉を告げられ ました。
「われ汝を立てて首長 となす

。……汝は永遠にその君たる

べ し……」(教 義 と聖約107：55)

アダムは義の生涯 を通 じて， その荘厳な集いに集 った子

孫に福音の救 いの原則を教え，それによってキ リス トの下

で，永遠に存在する神権の族長制度における民の始祖 とな

りました。アダムは，私たちのこの時代 を予期 し， 「聖霊

に感 じて」 こう語 りました。
「始め より在 りしこの神権は，この世の終 りにも在るも

のな りq」(モ ーセ6：7-8)

従 って， 自分の家族に 目をとめ，彼 らもこの神の永遠の

家族の一員となれることを知 っている私たちは， 自分が子

孫にその 目標 を達す るために必要な事柄 を教えているかど

うかを真剣に考えてみなければな りません。

どの家庭でも，この神権の秩序 に従って， 日常生活の必

要のみならず人生のもっと高い目標をすべそ達成するため

には，家族に計画 と準備 をさせなければならないことがわ

かるで しょう。

これらの目標 として，物質的な福祉や霊的，社会的，知

的な進歩， レクリエー ション活動，伝道活動，系図と神殿

活動に関するものがあげ られます。言い換えれば，理想的

な家族は神の王国に倣 った形態を具えてお り，家族が経験

を増 し，人数が増えるにつれて，変化 しなが ら発展する柔

軟性 を持っているのです。そこには，各人が生活全般にお

いてそれぞれの最高の可能性に向かって協力 しながら成長

できる空気が生まれます。

教会の全家族は，新婚の夫婦から経験豊かな家族に至る

まで， 自分たちの様々な要求 を満たすために，祈 りと熱意

をもって計画 を立て，準備 を始めることができます。早け

れば早いほどよいのです。 というのは，，子供たちが適切 な

訓練 と敬いの心，献身，信仰，知識，謙遜の中で育つため

には，多くの土台を据 え，習慣 を確立する必要があるから

です。

その骨格になるのが神権に関す る基本的なプログラム，
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すなわち福祉，伝道，系図の活動です。

福 祉

福祉には，家族一人一人の霊，体，情緒面での福利が含

まれ ます 。父親 と子供の個 人面接，家族会議，家庭の夕

べ，健康増進をはかる運動や家庭貯蔵，家庭菜園の計画，

家族各人の職業教育計画，財政管理なども入 ります。

1975年4月5日 の総大会の福祉事業集会でH・ バーク ・

ピーターソン副監督は次のように語 っています。
「家族の備えとは，賢明に備えをなすことにより，予知

や予測のできる事故を未然に防 ぐとい う意味での備えであ

るd

専任宣教師や その地域で宣教師を援助す る教会の組織に

協力して，伝道活動に一番の責任 を持つのは家族です。

子供のいる家族の伝道活動の一部をなす ものとしては，

伝道資金の貯蓄，伝道の準備，ワー ド部や家族の伝道プロ

グラムへの参加が考えられます。そして何よりも，青少年

に伝道の準備 をさせ るこどが家族の大切な責任です。父親

は，息子が将来伝道に出る準備ができるように教えなけれ

ばなりません。男の子は伝道のための貯金 をし，両親 と祖父

母は，いつ伝道に出るか，彼に話 しておくことが必要です。

また，他の家族 と親交を深めることも教会のすべての家

族の責任です。親しくしている家族のために全貝で祈 る家

庭，月に一度以上他の家族に何 らかの方法で愛を伝える家

庭，教会に家族 を招いて福音の喜びを分かち合 う家庭，こ

れ らの家庭で育つことは，子供にとってどんなに大 きな祝

福でしょう。

系 図

系図活動は，子供に家族の絆 と先祖から受け継いだ もの

を大切 にす るように教えることから始 まります。聖典 と並

行 して子供たちを教えるのに使 っている家族の覚 えの書に

さらに記録 を加 えることや， 自分たちだけでな く，祖父母，

親戚などに心を配ること，系図を調べ，神殿の儀式を受け，

引き続いていろいろな活動に参加することは，皆そのため

の方法です。

人間が天父 と違 うひ とつの点は，記憶が不確かであると

いうことです。細かいことだけでな く，人生において何に

も増 して優先させなければならないことや誓約まで忘れて

しまうことがあ ります。その弱点 を補 うもの として，天父

は記録 をつけることを命 じられました。

教会は，記録する必要のあることはすべて記録 していま

す。決定事項，出来事，啓示，説教，、儀式，会員記録，こ'

れらは皆，神の王国の覚 えの書 となっています。それと同

じように，家族の記録め神聖な目的は，家族 という王国の

民に救いを得 る上で役立つ事柄 を覚 えさせ，また同じこと

を他の人々にも教えることができるようにすることです。

覚 えておかなければならない最 も大切 なことの中には，福

音の原則，個人の神聖な経験や啓示，家族や先祖のために

施された儀式，先祖の個 人的な歴史などがあります。
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子供が人生 の進路や職業 を決めることがで き

るように助 けることも，家族 の福祉 です。

教 会員で ない家族 と親 しくなった時 ，あなた

の家庭 の愛 と幸せが福音 を教 える最良の教師

とな ります。



家族 の歴 史 は遠 い過去 のもので はあ りませ ん。

毎 日っづ られてい くものです。

家族のみんなを助 けるために は，家族 に必要

なことをいっ も知 り， また 自分 の進歩 をはっ

き り見つめることが大切 です。

家庭教育

以上の3つ をひとつに結ぶ ものは，当然のことながら，

ホームティーチングを含む家庭での教育です。 、

父親は福祉，伝道，系図につ いて，初めは両親，後には

神権定員会の指導者から自分の務めが何であるか を学びま

す。そ して， 自分の務めを書 き込んだノー トを作 り，いち

いち気をつけるまでもな くその責任が果たせ るように，ま

た毎 日自分の進歩がわかるようにすることで しょう。そう

した時に， ζれらの務めや王国のすべての教義を家族に教

える備えができるのです。また与えられている神権 を行使

す る準備 もできます。ホームティーチャーが定期的に家族

を訪問することは，これを確実に行 なえるようにす るのに

ドとても大 きな助け とな ります。
このような教 えを受けた家族は，聖 きみたまの快 く力強

い影響力の下で，急速に進歩 します。夫婦 は高貴な子孫の

頭 となったアダム とイブのように正義にかなった成長 を共

にします。家族 を整えることの意味はここにあります。家

族 をよく整えるならば，やがてその伝統は子供たちの家族

を含む大家族にも及ぶことでしょう6

ジ ョセブ ・フィールディング ・ス ミス大管長は，家族組

織 を永遠の流れの中に置いて，こう語っています。
「私たちの交際は，永遠か ら切 り離 してもっばちこの人

生に限られるものではない。私たちは今 も永世に も生 きて

いる。私たちの交際 と関係は今 も永世 にも及ぶ。愛 と望み

がこの現世だけでなく永遠に続 くことは，願わしく，喜ば

しい。死後 も家族の組織が存続 し，父，母，子供が互いに

対する関係をそのまま見いだす という思想 を抱いている者

は，末 日聖徒 をおいてほかにいるだろうか。家族組織は神

のみ業における偉大で完全な組織の一単位 となって，今 も
『永世にも続 くことが定め られている

d〈 「万物の回復」1944

年12月3日 ，KSL放 送での説教 より)

父親が家族に対する責任 を果たそうとする時にできる一

番のことは，主の宮居について言われていることを自分の

家庭の規準 とすることです。
「汝ら組織 して必要なる物をことごとく調 えよ。而して，祈

りの家，断食の家，信仰の家，学問の家，栄光の家，秩序の家，

神の家なる一つの家 を建つべ しd(教 義 と聖約88：119)

どのような父親でもデこのようにす るには研究と計画 と

祈 りと犠牲が要求 されます。しか しその父親 と家族を待ち

受けている祝福を考 えるならば，努力を払 うだけの価値が

十分にあることがわかるでしょう。あなたの家族が王国の

いろいろなプログラムになまぬるい態度をとり，ただだら

だらと流 されているだけならば，ぜひ家族 を組織 して整え

て下さい。そ うす ることはあなたにとって利益 とな り，大

きな助けとなるでしょう。これは，末 日の時代の福音の一

部なのです。
、

(ラ イマ ン ●ド'プ ラ ッ ト 教 会 系 図部教 育活動 スペ シ ャ リ

ス ト， ペ イ ソン ・ユ タイー ス トス デー キ部 スプ リング レー クワ

ー ド部 日曜学校 教 師)'
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古代に行なれれた
　アし

十字架の刑の様式

リチ ャ ー ド ・ロ イ ド ・ア ンダ 更 ソ ン

イ エスの時代に+字 架にかけられた
エホハナンのがい骨が最近出土し，

古代の十字架の刑に関す る私たちの知

識が問い直されている。4つ の福音書

は共通 してイエスの処刑 を驚 くほど簡

潔に記 している。古代の読者は十字架

による死刑の恐ろしい手順に通 じてい

た。そこで現代の読者は古代の文物を

ひ もといて，何が当時の読者に とって

当然のところと考えられ，新約聖書記録

者の筆にかか らなかったか を知 らなけ

ればならない。その知識 を持 って4つ

の福言書を読むなら，救い主について

さらに深 く理解す ることができるよう

になるであろう。その上に考古学か ら

得 られた新 しい物的証拠が伴 えばなお

さらである。

主はローマの領土内，すなわち十字

架の刑が 日常茶飯事であった所に住ん

でおられた。 この極刑は， ヨセフスの

描 くしい，たげられたパ レスチナの記述

が如実に表わ して いるように，臣民.

を鎮圧 する常套手段 であった跨 ・，

デ大王の死後工・咳 レムで願 ヒが起

こった 時， シ リヤ の総督 は軍 団 を率』`

いてガ リラヤ を通 りよ!レサ ヒムに逢

軍 した。そ して2千 人の謀叛大 を十

字架につけた。(孟η娩麗漉es「古代誌」
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ゾ セ 　 ユロ モ

17：2%ゴ
　み

時饗 甑讃轍難
ルサレ疹6～町で無差別に人々を殺害 し

た ウ，灘多凶の市民を逮捕 したり，「先

ずむち打つて，それか ら十字架にか1‡

る」(Jθω'3濠据αγ「ユダヤ戦記」2：306)

よう命 じ繭など して，激しく報復 したも

戦局が麟 燵 したのは紀元7・年，後

に次の皇帝 となったローマの将軍ティ

トスによってエルサレムが残忍な包囲

攻撃を受けて孤立 した時であった。そ

の時貧 しい階層の人ダは飢えに耐え切

れず，食物を求めて要塞か ら群れをな

して抜け出した。ローマの典型的な恐

怖方策によって，こういった何百人も

の人々が毎 日拷問にあい，町の城壁か

らよく見える所 で十字架にかけられた。

(「立ダヤ戦乖」5：449)

この容赦のない罰が下されたのは，

盗賊 と謀叛人に対するよい見せ しめに

す為 ためであρた。古代の人々は十字

架 の刑 を恐怖の筆致で記録 している。

キケロの歴史は十字架による死刑 を一

貫 して忌み嫌っ.ている。十字架の刑は
國「奴隷に対する極端な

，最後の処罰法ゴ

であゐで(盆8伽s置yθ 挽srベ レスに

駁す」2.5.169)， 「最 も残忍で最 も

嫌悪感 を起こさせ る処罰」である。(同

上2.5」65)ヨ セフスは 「最 も気の毒

な死に方」 と呼んでいる。(「ユ ダヤ戦

記」7：203)イ エスは生前福音が求め

る困難な犠牲を負うことを， 「十字架

を負う」 と表現された。(マタイ16：24

参照)

十字架について書かれた初期の記録

は，福音書の具体的な記述が正確であ

ることを示している。ルカの序文が述

べ ているようにキ リス トの生涯 と死に

関する新約聖書の記述は，直接 目で見

た証人か，証人の言葉 を調べた人によ

って書かれている。ローマの総督がや

むなく宣告を下 した後， イエスは自分

の 「十字架」 を負 うように強いられた。

古代の資料はこの慣習をもっと詳 しく

書いていて， この慣習の存在 を確認 し

ているが，資料に よれば十字架の縦の

棒は恐らく処刑の場にあったと思われ

るのに対 して，罪人は横の棒 を運ばさ

れたのであった。 「十字架」 と訳 され

て い る ギ リシ ャ語 ス タ ウ ロ ス に は 「続 」

という意味もあり，、明 らかに十字架全

体は もとより十字架の一部 を描写する

のにも使われた。またイエスの頭上に

つけ られたような称号 も古代の記述の

中には時々現われている。

福音書は主が「十字架につけられる」

くだりを明瞭に記載 している。復活 し

たイエスは明 らかに処刑によって傷つ

いた部分，すなわち手，足，脇 を示さ

れた。疑い深かった トマスは，.イエス・

の手にある 「釘あと」 を見，それに触

れることを許 された。(ヨィ・ネ20：25)

ヨセフスがローマ軍に降服 してから見

聞 した例を含めて，初期の無数の記録、

に囚人が十字架 に釘で打ちつけられた

ことが記されている。捕 らえられた同

国人が十字架にかか っているのを眺め 、

ていた彼は， 自分の友人が3人 その中

に入っていて苦 しんでいるのを見て仰

天 した。感情的に深い痛手 を受けた彼

は総指揮官ティ トスに3人 を助けてや

って欲 しいと嘆願 した。そこでティト

スは3人 をおろしてできる限 りの手当

てをす るように命 じた。しか し3人 の

内ふた りは医者の手当てを受ける間に

死んだ。 この事実は，あらか じめ加え

られるむ ち打ちが受刑者に傷 を与え，



さらに極限状態の受刑者に釘が打ち込

まれることによって苦痛が頂点に達す

る様 を生 き生きと表 わしている。単に

人を縄で十字架に縛 りつけるだけでは，

恐らくこれほどの残忍な結果 を引き起

こすことはなかったであろう。

イエスの足には釘が打ち込まれたの

だろうか。ルカはイエスが 「わたしの

手足」 を調べなさいと語 られた， と記'

録 している。手足にイエスであること

を示す傷跡があったことは明 らかであ

る(ル カ24：39参 照)。しか し一部の人

はこれははっきりしていないと言って

いる。1932年 にHαr砂α7dTゐεoγ08∫cαZ

Re伽 ω「ハーバー ド神学評論」に載っ

.た ある記事は，「ローマの十字架の処刑

で足に釘が打ちつけ られ た可能性はあ

.まりない」，と書いている。しか し，恐

らく十字架の刑 を目撃 していたと思わ

れる3世 紀初頭のテル トりアヌスの残

した書物を読むと，このような懐疑論

者の説も怪 しくなって くる。 「私の手

と足を刺 し貫いた」 という詩篇22：16・

を引用して，テル トリアヌスはこれが
「十字架の特に残忍な点である」 とあ

つさ り述べている。磁8窃耐1膨r伽 η

「マルキオンに駁す」3：19)新 約聖

書では言外に示 されているのに対 して，

モルモン経では復活された主がはっき

り次のよりに語 っておられる。 「わが

手足にある釘あ とに触れて，われがイ

スラエルの神」であることを知れ(III

ニーファイ11：14)と 。近代の啓示 も

「わが手足にある釘痕」について語っ

ている。(教 義 と聖約6：37)

最初に発見された十字架の考古学上

の遺物は足に釘を打ちつけ る慣習があ

ったことを示 している。エルサレムの

近 くの幾つかのほら穴式墳墓の中か ら，

遺体が墓の中で腐朽 した時に骨を入れ

る石の箱や無数の骨つぼが1968年 の夏

に発見され，1970年 にIs7αeZ翫pZo-

rα翻αηJo伽醐 「イスラエル精査誌」

に発表された。この埋葬に使われた陶

器 を分析 したV・ ツァフェ リスはこれ

らの墓を紀元前1世 紀 と紀元1世 紀，

さらに狭めれば，紀元1年 と70年 の間

のものであろうと推定 した。解剖学の

教授N・ バース博士はエホハナンの遺

骨について詳しく解説 しているが，そ

れは十字架にかかって死んだしるしを

若干残 している。最 も印象的な証拠は，

17セ ンチの長釘がエホハナンの両かか

とを貫いて，オ リーブの木切れに打ち

込 まれていたことであった。今 日まで

大部分の学者は，受刑者はかか とを貫

いて十字架 にかけられたとするバース

博士の見解 を受け入れている。イエス

の同時代の遺物が示すこの証拠は，パ

レスチナで行なわれた十字架の処刑が

両足 を刺 し貫 くものであったことを示

している。

この最近の発見は，ほかにふたつの

大きな意味を持 っている。そのひとつ

は釘が手のどの部分に打ち込まれたか

ということである。新約聖書はイエス

の手にあった傷跡に言及 している。初

期のギ リシャ語の文書では手 というの

は厳密にどの部分 を指す言葉であるか

はっきりしなか ったが，新約聖書の時

代 では一般に英語の'Land"(従 って ・

日本語の手)と 同 じようにどこを指す'

かがはっきりしていた。新約聖書の中 ，
で手が上腕部あるいは手首を指す角例

は全 く見当たらない。ほかに も釘が用

い られただろうか。バース博士はエホ
とう

ハナ ンの右檎骨(腕 を伸ばした時に上

に くる骨)に 表面の傷ひとつ とよく目

につ く摩滅箇所一箇所があるのを観察

した。そして博士は前者 を最初に釘が

切 り取 った もの と見，後者 を受刑者

が十字架の上でのたうち回る間に摩滅

したもの と見ている。骨の上に残って

いるこの傷跡は，構 造上釘を打ち込む

のに安定 した場所 すなわち上腕部の

2本 の骨の間にできてのる。新約聖書

を厳密に読んでもわか ることであるが，

さらにこの証拠があって，手や手首に

も釘が打ち込 まれたことが推定できる。

こ ういった見解 を読ん で受刑者の

体重全体が上腕部あるいは手に打ち込

まれた釘で支 えられたと考 える には及

ばない。新約聖書にす ぐ引き続いて，

ユスティヌスは十字架の中央に突出部

があってこれが受刑 者の体重 を支 え

たと語っている(D∫ αめ群ε「対話」91

：2)。同時代のイレナイウスは， 「釘

で固定された人」はこの粗末なT座 席

にすわった」 と言っている(五8α∫π討

He7eε∫es「異端反駁論」2.23.4)。 言

い換 えれば，体 を支える主要な役割を

果たしたのは釘ではな く，当座 しのぎ

の腰かけであった。テル トリアヌスは

これを 「突 き出た座席」ど呼んだ。(朋

.Nα蜘 πe5「国民へ」1：12)こ れは直

接新約聖書の記述を弁護する証拠では

ないが，以上のような初期の学者は，

長時間懲罰の苦痛を与 えて殺そうとす

る通常の古代の慣習に通 じていた。

エホハナ ンの遺骨出土が持つ もうひ

とつの意味は，新約聖書に一致す る。

新約聖書では3人 の十字架の処刑は，

安息 日の始 まりを告げる日没前にこの

いまわ しい作業を終えて欲 しいという

ユダヤ人の要求で幕 を閉 じている。そ

こに配備されていた兵隊たちはイエス

がすでに死んでいるのを見た。しかし

ふた りの盗賊の場合は足を折って確実

に死ぬようにした。これは普通十字架

の時に併行 して行なおれたローマの刑

罰であった。エホハナンも同じ目にあ

っていた。といっのはバース博士によ

れば，残っていた3本 の脛骨が，生 き

ているうちに受けた骨折に特有の形で

斜めに折れていたか らである。

新約聖書に記されているイエスの十

字架に関す る描写が，皆既知の古代の

処刑方法によって弁護 されているのは

見事である。今や考古学がこの件につ

いて発言 し，新約聖書の歴史が確実な

ものであることを鮮明に確認 している5

上記のような証拠について筆 をお くに

当た り，数 多くの記事が十字架の刑は

厳格に決 まった様式で行なわれた とい

う印象を誤 って与えがちであるが，そ

う考 えない方が賢明であることを付記

したい。人間的な考 えか ら見てもイエ

スは一緒に処刑されたふたりよりも手

ひどい扱いを受けた と予想す ることが

できる。なぜ ならふた りよりも先に息

を引 きとったか らである。古代の十字

架の刑の研究は単なる歴史や考古学の

研究以上のものである。 というのはこ

の主題について研 究し，主が人々のた
べつ

め に な した も うた こ とを一 瞥 し た者 は，

だ れ で も深 い感 謝 を覚 えず に は お られ

な いか らで あ る 。

(リ チ ャー ド ・ロイ ド ・ア ン ダー ソン博

士 は ブ リガム ・ヤ ン グ大 学 で歴 史 と古 代

の 聖典 を担 当す る教 授 で あり， プロボ ・ユ

タ ・シャロン イー ス トステー キ部プ レザ ン

トビュー 第一 ワー ド部 に所属 して いる。)
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予言者であ り

族長 であった

父 リ ー ハ イ

マ ー シ ャ ル ・R・ ク レ イ グ

モ ル モ ン経 は リー ハ イ に 始 ま る ・ エ ル サ レム 滅 亡 の 示 現
と， 家 族 を率 い て の 荒 野 の旅 ， そ して ア メ リカへ の航

海 。 しか し， 息 子 の ニ ー フ ァ イが 記 述 した もの で あ るた め

に ， 父 リー ハ イが 予 言 者 と し て， また 族 長 と し て神 に 導 か

れ た あの 脱 出行 で の 大 き な役 割 は 見 落 と され が ち で あ る。

ニ ー フ ァ イ は 自分 自身 の 行 な いや 「統 治 や 教務 」 に つ い て

は 記 し て い る(1ニ ー フ ァ イ10：1)。 しか し， モ ル モ ン

経 の 大 叙 事 詩 の 幕 を上 げ た 人物 リー ハ イ の 影 は薄 く， その

人 柄 につ い て は ニ ー フ ァ イや ヤ コブ ， そ の 他 モ ル モ ン経 の

主 だ っ た 登場 人 物 た ち よ り もず っ とお ぼ ろげ で あ る。

リー ハ イ は 偉 大 な予 言 者 で あ る。 神 か ら与 え られ た 使 命

を果 たす に 当 た っ て 彼 の 得 た経 験 は ， 他 の 予 言 者 た ちの ぞ
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れ に対 当 す る 。 私 た ち が 理 想 の 予 言 者 に 求 め る 献 身 と主 の

み 旨 に 従 う率 直 さ と主 の 命 令 を守 る決 意 の 堅 さ は ， そ の ま

ま リー ハ イ の 姿 で あ る 。 リー ハ イ は 熱 心 に 祈 っ た 結 果 ， 示

現 の 内 に 火 の 柱 を 見 て ， 劇 的 に 予 言 者 に 召 さ れ た 。 彼 は ゼ

パ ニ ヤ や エ レ ミヤ の よ うな， 自国 民 に 対 す る予 言 者 で あ っ

た 。 ま た， 旧 約 の 多 くの 予 言 者 の よ うに ， メ シ ヤ の 来 臨 を

予 言 し た。 彼 は 人 々 か ら拒 まれ ， 命 が 危 険 に さ ら され ， ア

ブ ラハ ム や モ ー セ の よ うに故 国 を去 っ て 新 しい 国 を築 い た 。

しか し， リー ハ イ は 予 言 者 の 「典 型 」 以 上 の 人 物 で あ る。

情 報 が 少 な く部 分 的 で は あ るが ， 彼 の 人柄 を知 る こ とは で

き る。 リー ハ イ 自身 ， そ の ひ とつ の 手 が か り を与 え て い る 。

サ ラ イ ア が 息 子 た ち は 「荒 野 の 中 で 死 ん で し ま っ た」 と思

い ， リー ハ イ を 「幻 に 耽 る人 」 だ と言 っ て責 め た時 ， リー

ハ イ は そ れ に 反 駁 せ ず ， 「私 は 私 が 幻 を見 る 者 で あ る こ と

を よ く承 知 し て い る。 も し も私 が 示 現 の 中 で 神 の 為 し た も

う こ と を見 なか っ た な ら， 私 は神 の 恵 み を知 らず に エ ル サ

レム に 踏 み 留 り， 私 の 兄 弟 た ち と一 し ょ に 亡 び て し ま っ た

で あ ろ う」 と言 っ た 。

リー ハ イ の 人 生 は 夢 と示 現 に よ り絶 え ず 導 か れ て い た 。

彼 は示 現 を通 して 主 に 召 され ， 示 現 の 中 で キ リス トと十 二

使 徒 を見 た(1ニ ー フ ァ イ1：6-14)。 ま た後 に ， バ ビ

ロ ン捕 囚 とメ シ ヤ の み 業 と， 異 邦 人 に福 音 が 説 か れ る こ と

を予 言 し た(1ニ ー フ ァ イ10：3-14)。 さ らに リー ハ イ

は 夢 の 中 で， 荒 野 に旅 立 つ よ う命 じ られ た(1ニ ー フ ァ イ

2：1-3)。 ま た別 の 夢 で は ，息 子 た ち をエ ル サ レ ムへ

行 か せ て レー バ ンの 真 ち ゅ う板 を取 っ て 来 る よ うに ， そ し

て 後 に は イ シ メル とそ の 息 子 ， 娘 を 同行 す る よ うに 命 じ ら

れ て い る(1ニ ー フ ァ イ3：2-4，7：1-2)。

リー ハ イ は 夢 と示 現 を 区別 して い な い 。 生 命 の 木 につ い

て 記 録 した初 め に ， 「ご ら ん， 私 は 一 つ の 夢 を見 た 。 別 の

言 葉 で 言 え ば 示 現 を受 け た」(1ニ ー フ ァ イ8：2)と 言

っ て い る 。 彼 は 本 当 に 「幻 に耽 る 人」 で あ る。

リー ハ イ の 時 代 の予 言 者 で 旧 約 聖 書 に 名 前 の 出 て 来 な い

の は ， 彼 ひ と りで は な か っ た 。 ニ ー ア ァ イ は， 父 が 召 され

る 前 に 「多 くの 予 言 者 が 現 わ れ て エ ル サ レ ム の 民 に 向 い ，

お 前 た ち は 悔 い改 め な け れ ば な ら な い ， さ もな け れ ば 大 き

な 都 の エ ル サ レ ム は 亡 び て し ま うに ち が い な い と予 言 を し

た 」(1ニ ー フ ァ イ1：4)と 記 して い る。 この 予 言 者 た

ち は ， 人 々 が 「あ ざけ り」， 「その 言 葉 を軽 ん じ」， 「の の し

っ た」 と聖 書 の 中 で 言 わ れ て い る神 の 使 い の仲 間 で あ る。

(歴 代 志 下36：15-16)。 目前 の状 況 を越 え て 国 の 滅 亡 を

見 る予 言 者 は ， 国 民 に 人 気 が あ っ た た め しは な い 。 そ し て

ほ とん どの 場 合 ， 残 念 な こ と に ま るで 無 視 され る 。

当時 ， 主 の 言 葉 を告 げ た 予 言 者 た ちの 大 半 は ， ユ ダヤ 人

と共 に捕 ら わ れ て 行 くか ， あ る い は バ ビ ロ ニ ア 人 に 迎 え ら

れ るか ， そ の どち らか で あ っ た 。 しか し リー ハ イ は ， エ ル

サ レ ム に 予 言 者 と し て と ど ま り， 主 か らそ こ を立 ち 去 る よ

う に 言 わ れ た。 リー ハ イ が う ろ た え なか っ た の は 目に 見 え

て い る 。 彼 が 頼 り とす る の は 主 た だ ひ と りで あ っ た 。 彼 は

危 険 な 大 仕 事 か ら， もっ と危 険 な 大 仕 事 に 方 向 を転 じた 。



も はや 国 を変 え る仕 事 は 終 わ り， 今 や ひ とつ の 国 を作 る仕

事 ， 主 の ため に 義 しい 国 民 を興 す 仕 事 に 取 り組 む こ とに な

っ た の で あ る 。

リーハ イ に と っ て家 族 は 常 に 大切 で あ っ た 。 そ れ が 今 や ，

自分 の 子 供 と子 孫 にす べ て を注 ぐこ とが 彼 の 召 し とな り，

す べ て を 賭 け て 果 たす 使 命 とな っ た の で あ る。

そ して に わか に ，族 長 の 役 割 と予 言 者 の 役 割 とが ひ とつ に

な っ た 。 息 子 に レー バ ンの 真 ち ゅ う版 を取 りに行 か せ る よ

う に 命 じ られ た の は 彼 の 子 孫 の ため で あ り(1ニ ー フ ァ イ

5：19)， イ シ メ ル の 家 族 を旅 に 同行 させ た の は ， 義 しい

子 孫 の 母 とな る者 が 必 要 だ っ た か ら で あ る(1ニ ー フ ァ イ

7：1-2)。 ま た， 生 涯 の終 りに， エ ル サ レム が 崩 壊 し

た こ と を示 現 で知 っ た が ， 彼 は あ れ ほ ど愛 し， 働 い た 町 を

嘆 くこ と もな く， 子 供 た ち に 向 か っ て ， 「今 や 約 束 の 地 を

手 に 入 れ て い る。 こ れ は ま こ と に あ らゆ る ほ か の 土 地 に 勝

っ て 優 れ た 土 地 で あ って 」(IIニ ー フ ァ イ1：5)と 語 っ

て い る。 彼 は 自分 の 家 族 に対 す る予 言 者 で あ り， そ の こ と

に 満 足 して い た(IIニ ー フ ァ イ1：14-15)。

「幻 に耽 る 人」 と言 う と
， 決 断 力や 強 さや 指 導 力 を要 す

る仕 事 に は 不 向 きな 夢 想 家 と い っ た ひ 弱 な 印 象 を与 え る。

しか し， リー ハ イ の 見 た夢 は 白昼 夢 で は なか っ た 。、そ れ は ，

す べ て の 点 で 主 に 従 う信 仰 と力 を持 っ た少 数 の 人 に しか 与

え られ な い 主 の み 言 葉 で あ っ た。 内 紛 す る 家 族 を率 い て 荒

野 を旅 す る こ とな ど， ひ弱 な 者 に で き る は ず が な い 。 ニ ー

フ ァ イ は， 自分 が い か に主 に 近 くあ って も，ゴ家 族 の行 く先

に つ い て は リー ハ イ に 啓 示 が 与 え られ る こ と を記 録 して い

る 。 「夜 に な っ て 主 の 御 声 が 私 の 父 に 聞 え， そ の あ くる 日

に 荒 野 へ 旅 をつ ず け よ と命 じ た も うたd(1ニ ー フ ァ イ16

：9)旅 の 途 中 を導 い た 「珍 ら しい 細 工 の 円 い球 」 は ，

リー ハ イ の 天 幕 の 入 口 に あ っ た(1ニ ー フ ァ イ16：10)。

ニ ー フ ァ イ
，が 自分 の 弓 を折 って し ま い， 一 行 が 生 き延 び る

こ との で き る よ うに 別 の 弓 を作 っ た 時 も， 彼 は父 親 の とこ

ろ へ 行 き， ど こへ 行 け ば 獲 物 を得 る こ とが で き る か 尋 ね て

い る(1ニ ー フ ァ イ16：23-26，30-31)。 主 は ニ ー フ ァ

イ に 船 を造 る よ うに 命 じ られ た が(1二 夢 フ ァ イ17：8)，

乗 船 して船 出 をせ よ とい う 指 示 を受 け たあ は リー ハ イ で あ

る(1ニ ー フ ァイ18：5)。

リー ハ イ は義 し い 人 で あ っ た た ゆ;'ニ ー フ ァイ に主 導 権

が 移 っ て 行 くの を憤 り もせ ず ， 輩 しろ 自分 の 息子 が 主 に忠

実 に従 うの を喜 ん で い た 。 ，「父母 は 年 もす で に と り， そ の

子 供 らの ため に 大 そ う悲 し い 目に 逢 っ た の で と う と う病 の

床 に倒 れ た 。 … … ほ とん ど こ の世 を去 っ て か れ ら の神 と顔

を合 わせ ん ば か り とな っ た 」(1ニ ー フ ァ イ18：17-18)

時 に， ニ ー フ ァ イ は 父親 か ら全 幅 の 信 頼 を寄 せ られ た 。 リ

ー ハ イ に と っ て
， 信 仰 深 い 息 子 が 途 中か ら船 を 導 い て 約 束1

の 地 へ 向 か うの を見 る の は 大 きな 慰 め で あ っ た に 違 い な い 。

ま た， ニ ー フ ァ イが 風 を止 め ， 嵐 を鎮 め るの を 見 た 時 に，

主 が 次代 の 指 導 者 を備 え ら れ た こ と を知 っ た に 違 い な い

(1ニ ー フ ァ イ18：21-22)。 リー ハ イ は 他 の 息子 た ち を こ

う諭 して い る 。 「も う これ か ら汝 ら の兄 弟 くニ ー フ ァ イ)

に背 くな 。 … … ニ ー フ ァ イは お前 た ち を 支 配 す る 力や 権鍼

を得 よ う とはせ ず に， か え っ て神 の 栄 光 とお 前 た ち 自身 の

永 遠 の さ い わ い と を求 め て い る … … 彼 は また お 前 た ち に従

わ ね ば な らぬ と さ え命 じた が ， これ ま で に神 の 権 力 を彼 が

もつ の は 実 に 必 要 な こ とで あ っ た司(IIニ ー フ ァ イ1：24

-25
，27)

ニ ー フ ァイ が 除 々 に指 導 を受 け 継 い で い っ た 問 も， リー

ハ イ が 死 ぬ まで 族 長 で あ る こ とに 変 わ りは な か っ た 。不 和

や 争 い が 度 々 起 こ っ た が ， リー ハ イ の生 前 に 家 族 が 分 裂 す

る こ とは な か っ た(IIニ ー フ ァ イ4：12-13，5：5)。

リー ハ イ は ア ブ ラ ハ ム ， イ サ ク， ヤ コブ の よ うに， 自分

の 子 孫 に だ け知 ら れ た 予 言 者 で あ っ た 。 しか し， そ の 影 響

は 子 孫 を通 じて 何 千 年 もの 間 国 々 に 及 ん で き た 。 彼 が 子 孫

に 語 っ た 言葉 の 中 に は ， 私 た ちに 告 げ る言 葉 もあ る。 「主

ば 『汝 らわ が 命 令 を守 らば 地 に 栄 ゆべ し。 され ど， 汝 ら わ

が 命 令 を守 らず ば， わ が 前 よ り追 い 出 さ るべ し』 と仰 せ に

な っ たd(IIニ ー フ ァ イ1：20)ま た 彼 は 進 歩 の 基 本 原

則 を， 「すべ て の物 事 に は 必 ず そ の 反 対 の もの が な け れ ば

な らぬ か らで あ る」(IIニ ー フ ァ イ2：11)と 説 明 し， こ

の 原 則 を人 類 の堕 落 に あ て は め て 言 っ た 。 「も し もア ダム

が 罪 を犯 さ なか っ た な らば， 彼 は 堕 落 をせ ず に そ の ま まエ

デ ン の 園 に い た で あ ろ う。 … … ま た ， ア ダ ム と イ ブ は子

供 を も うけ る こ と もな か っ た で あ ろ う し， そ れ か ら不 幸 を

知 ら な い か ら喜 び も な く， 罪 を知 らな い か ら善 も な さず ，

そ の ま ま罪 が 無 い 状 態 に留 っ た で あ ろ うd(IIニ ー フ ァ イ

2：22-23)

リー ハ イ は偉 大 な 人 で あ っ た。 そ れ は ， 富 や 権 力 や 才 能

に で は な く完 全 に 主 に 頼 っ た か らで あ る。 初 め て 示 現 を見

た 時 か ら終 生 ， リー ハ イ は そ の 信 頼 を行 動 に表 わ し て い る 。

人 生 の最 大 の 喜 び が 神 の み 業 に あ っ た 彼 は ， こ う叫 ぶ の で

あ る 。 「主 な る全 能 の 神 よ， 汝 の御 業 は いか に も偉 大 で驚

嘆 す べ き こ とば か りで あ る。 汝 の御 座 は 高 く天 に あ っ て，

汝 の 御 力 と恵 み と憐 み とは あ ま ぬ く世 界 の 全 住 民 に及 ん で

い る 。 汝 は憐 み 深 い 方 で あ るか ら， 御 許 に く る者 が 亡 び る

の を ゆ る し た ま わ な いd(1ニ ー フ ァ イ1：14)

リー ハ イ は主 に 従 うこ と で一 生 の 間 に 何 度 も苦 労 を 味 わ

っ たが ， しか し， 彼 よ り も成 功 と満 足 を収 め た と思 わ れ る

大 勢 の 人 々 よ り， も っ と大 き な報 い を得 て い る6彼 は死 ぬ

直 前 に こ う語 っ た 。 「しか し ご らんう 主 は私 を地 獄 か ら瞭

い た も う た。 私 は 主 の栄 光 を見 て い つ ま で も その 慈 愛 の御

腕 に抱 か れ て い るd(IIニ ー フ ァイ1：15)リ ー ハ イ抵 ，

夢 を見せ て 下 さ っ た御 方 が や が て は 自分 に 永 遠 の 生 命 を与

え て下 さ り， そ こ で 自分 に 従 っ た 家 族 と共 に 神 の愛 の 白い

実 を と こ しえ に 味 わ う こ とが で き る と知 っ て い た の で ， 生

涯 主 の 示 現 に従 って 生 き た の で あ っ た(1ニ ー フ ァ イ8：

11，13，16;11：21-22).

(マ ー シ ャル ・R・ クレイ グ ブ リガム ・ヤ ン グ大学英 語学

教 授 ， スプ リン グビル ・ユ タ ・ゴロブ 父 テー キ部高 等評議 員)

轡
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ア レ ン ・E・ バ ー ジ ン

一 一ファイは大予言者であると同時に建 国者でもある類
一

ま れ な 人 物 で あ っ た 。 予 言 者 と して は ， 古 代 ア メ リカ

で 霊 の指 導 者 と して 父 リー ハ イ の 後 を継 ぎ， 後年 ニ ー フ ァ

イ 人が 築 き上 げ た正 義 の 隆 盛 の 基 礎 を据 え た 。 ま た， 新 生

国 家 の統 治 者 と して は ， 国 民 か ら非 常 に 愛 さ れ た 。 そ の 結

果 ， ニー フ ァ イが 「油 を そ そ い で そ の 民 の 王 と し そ の統 治

者 と した 」 後 継 者 を， 民 は 「ニ ー フ ァ イニ 世 ， ニ ー フ ァイ

三 世 」 … … と呼 ぶ こ とに した ほ ど で あ る(モ ル モ ン経 ヤ コ

ブ1：9-11)。 さ らに ， 彼 の 影 響 力 は 非 常 に 大 き く， そ の

後1千 年 間 ， 民 は ニ ー フ ァ イ 人 と 自称 し た 。 そ の1千 年 の

終 わ り近 くに， モ ル モ ン は 誇 りを も って 自分 をニ ー フ ァ イ

の 子 孫 と呼 ん で い る(モ ル モ ン1：5)。

エ ノク や モ ー セ ， ジ ョセ ブ ・ス ミス ， ブ リガ ム ・ヤ ン グ

の よ うに ， ニ ー フ ァ イ は 自分 の民 の安 全 を求 め ， 新 しい 共

同 社 会 を組 織 し， 聖 典 の 歴 史 の 中 で 独 特 な 時 代 の先 達 とな

っ た。 彼 は エ ノ クや モ ー セ や ジ ョセ ブ ・ス ミス と同 じ よ う

に， 雄 大 な示 現 を見 ， 大 き な霊 の 力 を受 け ， 主 の 訪 れ も受

け た(1ニ ー フ ァ イ2：16;IIニ ー フ ァ イ11：2-3)。

ま た ， イ ス ラ エ ル の 息子 ヨ セ ブ の よ うに ， 義 し さ故 に 兄 た

ち の 反 感 を 買 って 殺 され そ うに な っ た(創 世37：18-20;

1ニ ー フ ァ イ7：16，16：38;IIニ ー フ ァ イ5：4参 照)。

しか しニ ー フ ァ イ は ， 神 の予 言 者 の例 外 に もれ ず ， 指 示 さ

れ る ま ま， 勇 気 を も っ て主 の み 旨 を行 な っ た の で あ る。

人 と な り

私たちはニーファイの霊性の高 さを承知している反面，

彼が多様な才能 と技術を持 った世界的な 「万能の人間」で

あったことは忘れがちである。彼は 「新 しい」世界で大文

明の基礎 を築いた(IIニ ーファイ5：6，10-11，13)。

その知性 と技術 と見識 と指導力は，古今東西の大開拓者の

中間に位する。普通は彼 を「開拓者」とは呼ばないが，そう呼

k
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ん で しか るべ き で あ る 。 そ の 点 か ら 見 る と， 彼 が 自分 の 記

した 記 録 の 中 で 幾 度 か 自分 をモ ー セ に ひ き比 べ て い る の に

気 づ く(1ニ ー フ ァ イ4：2，17：23-47)。 こ の対 比 は

実 に ぴ っ た りだ と思 う。 どち ぢ も偉 大 な 植 民 者 で あ り， 霊

的 な 力 に 秀 で て い る 。 ま た示 現 を見 ， 自国 は も ち ろ ん 他 国

に まで も大 き な影 響 を及 ぼ す 記 録 をつ づ っ て い る。

ニ ー フ ァ イ は 自分 で 鉱 石 を精 錬 し， 型 を取 って ， 自分 の

使 う金 属 板 を作 っ た 。 彼 は， 様 々 な分 野 に お い て 熟練 の 名

工 で あ っ た(1ニ ー フ ァ イ19：1)。 は が ね の 弓が 折 れ る

と， 木 の 弓・を作 っ た(1ニ ー フ ァ イ16：23)。 主 の教 え を

受 け ， 鉱 石 を鋳 造 して 道 具 を作 り， 「非 常 に 立 派 な 」 作 り

の 船 も建 造 し た(1ニ ー フ ァ イ17：16，18：1-4)。 約

束 の 地 で は 町 を築 き， 「ソ ロモ ン の神 殿 に な ら っ て 」 神 殿

を 建 立 し， 民 に建 築 を教 え ， 木 材 ， 鉄 ， 銅 ゆ 真 ち ゅ う， 鋼 ，

金 ， 銀 老 の 他 の 貴 金 属 を使 っ た 細 工 を教 え た(IIニ ー フ

ァ イ5：15L16)。.ま た， レー バ ンの 剣 を型 ど っ て 防 衛 の

た め の武 器 を作 っ た(IIニ ー フ ァイ5：14)。 そ して ， レ

ー マ ン 人 が 狩 猟 に依 存 す る 「怠 け 者 の 民 」 とな っ た 土 地 で

は ， 自分 の 民 に 手 を使 っ て 勤 勉 に 働 か せ た(IIニ ー フ ァ イ

5：17，24)。 彼 は こ の よ うな こ とを皆 ， 全 くの 荒 野 で ，

文 明 の 手 を何 も借 りず に 成 し遂 げ た の で あ る 。

ニ ー フ ァ イ の 顔 か た ち は 知 らな いが ， 背 は高 くて 力 は 強

く(1ニ ー フ ァ イ4：31)， 卓 越 した狩 人 で(1二 一 フ ァ

イ16：31-32)， 苦 痛 や 苦 難 に 不 平 を も ら さ な い 人 で あ っ

た こ とが わか る。 ま た，・練 達 の 勇 者 と して 民 の 「大 き な保

護 者 」 と な り，、「レー バ ン の剣 をふ る って 」 人 民 を守 っ た 。

(モ ル モ ン 経 ヤ コ ブ1：10)

ア"ミ カ'楢 亜 そ そ っ た よ う に 一一 、

フ ァ イ の義 し さが レ ー マ ンや レ ミュ エ ル の憎 しみ を 買 った 。

羅一
た興 一 鍵 い・ニ
ー フ ァ イ は歯 に 衣 を着 せ ず ， 「あ な た た ち は 心 の 中 で 人 殺

'し を し た… … あ な た た ち は悪 事 をす るの は早 い け れ ど も
，

あ な た た ち の 神 で あ る主 を思 い起 す の は お そ い 」(1ニ ー

フ ァ イ17=44-45)と 言 っ て 兄 た ち を責 め た 。 争 い は 木 が

か りに な っ て くる 。 それ は 実 に 人 の 姿 を借 りた 正 邪 の 闘 い

}=;=
ラ禰 彼に注がれる父の愛情，主に近い

生 活 が ， レ ー マ ン と レ ミュ エ ル に劣 等 感 を 抱 か せ ， 絶 えず

い らだ ち の種 とな っ た に違 い な い 。 そ れ で もふ た りは 時 々

謙 遜 に な っ た 。天 使 に 諭 され(1ニ ー フ ァイ3：29)， あ

る い は イ シ メル の 妻 子 に と りな され(1ニ ー フ ァ イ7：19

-20)
， ま た リア ホナ に 記 され た 主 の み 言 葉 を読 み(1ニ

ー フ ァ イ16：27)
， 神 の み 声 と力 に よ り(1ニ ー フ ァ イ16

：139;17：54-55)， つ い に は 海 上 の 嵐 に よ っ て(1ニ ー フ

ァ イ18：13-16)。 しか し彼 ら は そ れ を す ぐに忘 れ た 。L墨

の 螺 『古漫蟄 す る ほ"こ い Ω顛!よ な か っ1

た 。「悔 い 改 め る 」よ り早 く次 の 反 抗 心 が 起 こ るり で あ っ た 。

だ れ で も'・ ヂ レー ン と レ 嘉 鐵

に1・ の 性 質 を ・っ て 生 ま れ て き た1鍵

である。対立するものがここでは拡大 されて，違 いがはっ

き り と浮 彫 りに さ れ て い る 。 思 うに 一 イは こ の対

.，立雌 念愈塾剋点して童墾三叢き残すよゑ蕪禦勲

受 け て い た の で あ ろ う。
　　　へ が コ　 せへ ゆほゆ 　　

ニ ー フ ァ イ に は も うひ とつ ， 私 を引 きつ け て や ま な い徳

が あ る 。 彼 は 兄 た ち に 対 して 心 を閉 ざ さ なか っ た。 つ ま り，

恨 み を抱 か ず ， け ん 責 し勧 告 し た後 に ば 愛 を示 し て い る 。

兄 た ち に イエ ス ・キ リス トの 福 音 を勧 め て 拒 まれ た 時 の 彼

の 悲 しみ が ， 私 た ち に ひ し ひ し と伝 わ っ て くる。 「私 は 兄

た ち の し た こ と を真 心 か ら許 して 」(1ニ ー フ ァ イ7：21)

乏 若 い 頃 の こ と を語 り， ま た後 年 「昼 は た えず 私 の 民 の た

め に祈 り， ま た 夜 は 私 の 民 の こ と を心 配 して 涙 で枕 をぬ ら

し て」(IIニ ー フ ァ イ33：3)と 書 い て い る。

ニ ー フ ァ イ が 若 い 内 か ら 父親 に 全 く従 順 で あ っ た こ とは ，

現 代 の 父 親 と息 子 た ち に 示 唆 を与 え る 。 ニ ー フ ァイ は 族 長

と して の 父親 の 役 割 に つ い『て は ， 自 らの分 を万 事 わ き ま え

て い た 。 父親 の 言 う こ と はす べ て 信 じ， 霊 感 を受 け て 事 を

な そ う とす る時 に は前 も っ て 父 親 の 指 示 を仰 い で い る。 ま

た 同 時 に， リー ハ イ は ニ ー フ ァ イ に二 目置 き， 敬 意 さ え払

っ て ， 息 子 の 真 の 偉 大 さ を認 め て い る 。 こ こ に ， 父 と息 子

の あ るべ き姿 を見 るの で あ る 。 何 百 年 た っ て も少 し も色 が

あせ ず ， 多 くの 家 庭 で 愛 と権 威 が 失 墜 して い る この 現 代 に

は か え っ て 似 つ か わ し い標 準 を。

霊'性

ニ ー フ ァ イが 非 凡 な霊 的 資 質 を具 えて い た こ とは， 彼 が

受 け た賜 と教 え と力 とを 見 れ ば 一 目瞭 然 で あ る。 彼 は ジ ョ

セ ブ ・ス ミス と同 じ よ うに 「大 そ う若 か っ た 」(1ニ ー フ

ァ イ2：16-22)頃 か ら霊 的 な知 識 を得 て ，.自分 の将 来 を

知 ら さ れ て い た 。 ま た予 言 者 ジ ョセ ブ の よ うに ， 「神 の 奥

義 を し き りに知 り た い と願 っ て い た か ら心 か ら主 に 向 って

祈 っ たd(1二 ・一 フ ァ イ2：16)そ の 結 果 ， 主 が 実 際 に ニ

ー フ ァ イ を訪 れ て ， 「汝 を… … 約 束 の 地 に 導 くべ し。 … …

汝 は兄 弟 だ ち の 支 配 者 に され また 兄 弟 た ち の 教 師 に な るべ

し」(1ニ ー フ ァ イ2：20，22)と 告 げ られ た 。 ニ ー フ ァ

イ は レー バ ン の 真 ち ゅ う版 を手 に 入 れ る前 か ら， 自分 の 神

聖 な 召 し を知 って い た の で あ る。

そ れ か ら何 度 も啓 示 を受 け， 力 を授 か って ， ニ ー フ ァ イ

は偉 大 な予 言 者 の仲 間 入 り を し た 。

「ま こ とに 私 の声 が 上 っ て 天 に届 い た か ら
， 使 た ちが 天

降 っ て 私 に 導 き と恵 み と を施 し た 。私 は 神 の 『み た ま』 の

翼 の 上 に わ が 身 を あせ られ て 非 常 に 高 い 山 の上 に 運 ば れ て

行 き， ま こ と に大 い な る物 事 を 自分 の 目で 見 た 。 しか しそ

れ は 人 間 に とっ て ま こ とに 高 尚 に過 ぎ るか らお 前 は そ れ ら

の こ と を書 き誌 して は な らぬ と言 わ れ たd(IIニ ー フ ァ不

4：24-25)

信 仰
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「愛 の ひ と か け ら 」

ア ー マ ・プ ラ ー ク

30年 代 の 初 め ， 私 が 初 め てバ ー ト ・プ ラ ー ク に 会 っ た 時 彼

19
は間 もな く探求 生 活 を終 え よ うと して い ま した。聖 書 の「求

め よ， そ うす れば， 与 え られ るで あ ろ う。 捜せ ， そ うす れ ば，

見 い だす であ ろ う。 門 をたた け， そ うす れ ば， あ けて もらえ る

であ ろ う」(マタイ7：7)と い う勧 め に従 っ て， 自分 で祈 り，

その結 果 大 きな答 え を受 けた のです 。

バー トの母親 は 彼が9歳 の 時に亡 くな り，宗 教嫌 いの無信 論

者 だっ た父親 は説 教 師 を銃 で追 い払 うほ どで した 。大勢 の子 供

た ちは宗教 教育 はお ろか， 道徳 教育 もほ とん ど受 け ませ んで し

た。 酒や タバ コや 汚 な い言葉 は 日常 の こ とで した。

ところが， 大 人に な って家 を離 れ，世 の 中に 出々バ ー トは，

心 の渇 き を覚 え始 め ました。 彼 は神が い るか ど うか を知 りたい

と しき りに思 いま した。 また， もしい るな らば， どの よ うな神

な のだ ろ うか と考 え ま した。

彼は い ろい ろな教 会 に行 き，聖 書 も読 み始 め ま した。 マ タイ

伝 の あの言 葉 を きっか けに， 自分 を見つ め， 少年 だ っ たジ ョセ

ブ ・ス ミス と同 じよ うに真理 を知 りた い と切 望 して， 生 まれ て

初 め て祈 りを捧 げ ま した。 「神様 ， 本 当に い らっ しゃ るな ら，

それ を教 えて下 さい。何 で もお っ し ゃる通 りの こ とを した い と

思 い ますdこ うしてひ ざまず いた時 に， 「全 くの平安 に包 まれ，

心 が 燃 えて， それ まで感 じ'たこ との'ない喜 びが 心 にあふ れ た。

自分 が とてつ もない霊 的存 在 に どっぷ りつ か って い るよ うな感

じだ っ た」 と言 って い ます 。

その感 じは3日 間続 い て，彼 が 言 うには ， その 間 中， 「地が

足 につ いて い る とい う感 じが まるで なか った 。神 の清 らか な愛

が 自分 をす っぽ り包 んで い る よ うで， そ れは素 晴 らしか った。

そ の間 の私 は，何 もか も愛す るこ とが で きた 。子供 を気 にか け

た こ とは一度 もなか っ た とい うのに， その時 は子供 た ちに対 し

て大 きな愛が 心 か らあふ れ た。雨 が 大嫌 いだ っ たの に，ず ぶ 濡

れ にな る こ とが心 地 良か った。 それ が 日の光 栄 の王 国に満 ちて

い る神 の愛 の ひ とか け らだ とした ら，小 羊 とライオ ンが一 緒 に

伏 して いて も少 し も不 思 議 で はな い司

3日 してか らそ の素晴 ら しい歓 喜 は去 りました。 彼 は世 の 中

で一 番 大切 な物 を失 った気持 で した。 彼は苦 悩 の 中か らも う一

度 あ の喜 び を与 えて下 さい と神 に祈 りましたが ，何 事 も起 こ り

ませ んで した 。 しか し， 以 前 とは大 き く違 った こ とが あ りま し

た。 それ は，神 が お られ る こ とを知 った こ とです 。彼 は神 の実
〆

在 を知 りました。 実際 に神 の愛 と力 を感 じたか らです 。神 は心

か らの祈 りに答 えて下 さる こ とを知 りま した 。 自分 の祈 りが実

際 に 答 え られ たか らです。

それか ら， 探求 が始 ま りま した。彼 は， 神 が 自分 に望 んでお

られ るこ とが わか った な らば どんな こ とで もす る と約 兎 した の

です 。彼 は それ を守 ろ う と思 い ま した。 真理 にか な った生 活 を
'送 ろ う と決心 した彼 が最初 に感 じた こ とは

， 自分 が生 活 を変 え

る こ とを神 が望 んで お られ る とい うこ とで した6そ こで タバ コ

と酒 をや め， その ほか の欠点 も直 そ う と努 め ま した 。

それ か ら，神 は 自分 に真理 を勉 強す る よ うに望 ん でお られ る

に違 い な い と思 い ま した。 そ こで聖書 の勉 強 を始め ま した。 次

い で コー ラ ンを読 み， また釈伽 や 孔子 ， その他 の宗 教家 の本 も

読 み ま した。公 立図書 館 の宗 教 の棚 が彼 の教 室に な りました。

真 理 の知 識 を得 る まで， 心 は休 ま りませ ん で した。

「プ ロテ ス タン トの牧師 さんが誠 実 な人 で， ぼ くにバ プテ ス

マ を施 しだが ってい た司 バ ー トは 当時 の こ とを こ う述懐 して い

ます 。 「で もぼ くは おか しな返 事 をして いた んだ。 あ なたに は

権 能 が ないか ら， ぼ くにバ プ テ スマ を施 して も何 に もな りませ

ん って 。.どうして そ う感 じたのか わか らない け ど， 確か に そ う

だ とは っ き りわか って たん だd

こ こで， バー トはワ シ ン トン州 の レ イモ ン ドに引 っ越す こ と

に な り， レイ モ ン ドで も多 くの教 会 を見 て まわ る こ とを忘 れ ま

せ ん で した。 彼は牧 師 さん た ちに こん な質問 をす るよ うにな り

ま した。 「神様 は どん な御方 ですか 。説 明 して下 さい。通 りを

歩 い て来 られ る とした ら， それ は 男性 の姿 です か。背 の高 さは

どの位 です かd

満 足 で きる答 えは得 られ ませ ん で した。神 に会 うこ とはで き

な い とか ，神 は通 りを歩か れ な い とか， 形 は な く宇 宙 に満 ちる

ものだ とか い う答 えで した。

そん な ある 日， お姉 さん の家 で「現代 の光 」とい うパ ンフ レ ッ

トが 目に留 ま りました。 そ れ を読 ん だ彼 は，胸 を躍 らせ なが ら，

お姉 さん に どこで それ を手 に入 れた のか尋 ね ま した。 彼は 言 っ

て い ます 。「そ のパ ン フレ ッ トを読 ん だ時 は，何 日も砂 漠 を さ迷

って の どが 渇 いて死 に そ うな ところに だれか が来 て， きれ い な

冷 た い水 を飲 ませ て くれ た よ うな気持 だ った。 ぼ くには それが

真理 であ る こ とが わか った。真理 に渇 いて今 に も死 に そ うな と

こ ろで， 真理 の水 をほん の少 し飲 んだ 。 もっ とた くさん飲 み た

か ったq」

バ ー トの お姉 さん は， 末 日聖 徒 イエス ・キ リス ト教会 で 「支

部 長 」 とか 言わ れて い るお医 者 さんか らそのパ ンフ レ ッ トを も

ら'った のだ と言 い ま した。 その 人々 は 「モル モ ン」 と呼ばれ て

い る とい うこ とで した。

それ か ら間 もな く，バ ー トは教 会 を紹 介す るパ ンフ レッ ト数

冊 とモル モ ン経 を手 に 入れ， また誘 い を受 け ま レた。 私が 夫の

バ ー ト ・プ ラー クに初 め て会 った のは， そ のお 医者 さん の診察

室 で した 。そ して 次 に会 っ却 のは教 会 でで した。彼 はすべ て の

集 会 に 出席 し ました。 また，彼 の鋭 い質 問 に答 え る こ とが で き

る よ うに， 教 会員 は一 生 懸命 に勉 強 し ました。

こ う して彼 は， 神 につ いて 説明 して くれ る人 を捜 しあて たの

で した 。神 とイエ ス ・キ リス トにつ いて のジ ョセ ブ ・ス ミスの

説 明は真 理 を告 げ てい ま した。彼 は， 現実 に触 知 で き る体 を持

っ た神 を理解 す るこ とが で きま した 。歩 くこ とが で き，話 す こ

とが で きる神 ， 顔 と顔 を合 わせ て会 うこ とが で き，前 に 自分 が

感 じたあ の大 きな 愛す るこ との で き る神 。彼 は長 い探 求 の末 に，

バ プ テスマ を施 す権 能 を持 っ た教 会 を見つ けた こ と を知 った の

で す 。そ して秋 の あ る 日， 冷 たい ウ ィラバ 川で 水 に沈め られ た

時 か ら， 彼 の証 は一度 も揺 らいだ こ とが あ りませ ん。

233



L

この偉大な人物の信仰の丈 と深さを推 し測 るのは容易な

ことではない。通常の性格 も圧倒 的な夫の影響力によって

か き消 されるほどの強い信仰である。・山の上に連れて行か

れたり，指 さすだけで敵に衝撃を与えた り，2，600年 も先

のこ とを見通 した りす るこ とは，私たちには と」(も考え

られないことである。 しか し，ニーファイの信仰は、 よく

私たちが予言者の召 しについて連想する示現や声のほか，

上に述べ たような奇跡 を生 じるだけの大 きな信仰であった。

主は私たちに語ることができるし，実際に語 りかけて下

さる。私たちがニーファイのような信仰 を働かせて，同 じ

ように 「へ りくだった心」を持つならば， 自分の問題に取

り組む力がニーファイのように持てるのである。また彼の

ように大きな問題を抱えた人は，人類史上 あまりいない。

キ リス トに対 す る ニ ー フ ァ イ の証

ニーファイは完全な信仰を働かせたばか りでな く，その

信仰はイエス ・キリス トに対す る正 しい信仰であった。

私個人の意見であるが，ニーファイ第一書 と第二書全体

で一番強烈なのは，イエスが 「永遠の神なるキ リス トにま

しまして，万国の民に現われたもう」 というニーファイの

不変の証である。私はもう何年 も前の大学時代に，求道者

としてこの大胆な証 を何度 も繰 り返 して読 んだことをはっ

きりと覚えている。私は最初の頃は懐疑的で，冷やか しの

気持 もあ り，読みながら余 白に，論理や文法や思想の弱い

点をいちいち書 きあげて難癖 をつけていたものである。 し

か し，そうしてニー ファイ第一書の最後の33章 まで来た時，・
あ

私はニーファイの言葉 に宿 る力に唖然とした。まるで脳 を

貫いて，それまで筋道立てて積み上げてきた反論を切 り崩

され℃しまったような感 じであった。ニーファイの言葉の

持つ影響力か らは，何 としても逃れられなかった。それは

実際にニーファイが私を指 さしてショック療法を使って心

を揺 さぶった ように，生々しかった。彼の言葉 を読み返す

と，私はすっか りその とりこになってしまった。自分の意

識にかかわ りな く，心地 よい気持ちに心が満たされた。そ

れがキ リス トの実在 とその愛が身近にあることの証であ り，

キ リス トのみたまであったことを，あ とで知 ったのである。

悔改めの良薬 を一服 口に した後，私はバプテスマを受

けた。こうしてバプテスマ を受 けて以来，1あの章 をそれ

こそ百回 も読んだ と思 う。そこには，短い言葉の中に，55L

年間も主に絶対の奉仕を捧げて きた老人が書いた真実の証

が完壁に語 られている。

この章の一部だけを抜 き出 して全体の印象を捕えること

はとうてい無理である。従 って，心 を一新 し，啓発す るめ

ったにない経験 を自分で味わってみるように，全読者にお

勧めしたい。特に教会員でない方々，中でもレーマン人の

子孫の方々にお勧めする。 というのは，ニーファイが末 日

の示現を心にかけなが ら書いていた時に，彼らのことがた

いそう気になっただろうと思 うか らである。もしも書かれ

た言葉 に霊 的な力があ るとしたら，それは正にこの箇所
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である。私はイエズ ・キ リス トに関する自分の知識が，こ

の教えによってはか り知れないほど大 きくなったと思 う。

おかげで， あの大学時代 を通 じて，読書 と祈 りを続けて霊

的に成長する準備がで きた。ニーファイの書が私 自身の生
な

活 ， ひ と りの 人 間 の 生 活 に も た ら して くれ た 感 動 は， なぜ

こ の 金 版 が刻 ま れ ， 保 存 され ，、そ して 出版 さ れ た か ， そ の

わ け を説 明 し て い る。

方能の人

ニーファイは， ビジョンと実績においてほ とんど人間を

はるかにしの ぐ素晴 らしい人物だ と思 う。私には超人のよ

うにも思える。しか し，彼が 自分の弱 さを嘆いた時に奥底

か ら示 された彼の人間 らしさにも着 目すべ きである。

「『ああ，私は不幸な人間である』 と。まことに，私はわ

が肉体のために心に憂いがあり， 自分の罪悪のために私の

心は悲しむ。私は非常にたやす く迫って くる誘惑 と罪悪 と

のために取 り巻かれているd(IIニ ーファイ4：17-18)

この嘆きの中で，ニーファイははか らず も， もうひとり

の 自分，弱点を持った 自分，彼の書のほかの どこに もない自

分 を見せ ている。この率直な ところが，進歩は したいがニ
ーファイの完全さを見るととうてい及び もつかないとあき

らめがちな私 と同族の読者たちに，大きな励 ましとなって

いる。ニーファイは彼自身の葛藤によって、私 たちにも克

己が可能であるという希望 を与えて くれる。こう告 白する

というこ とは一体 どんな 「罪」 を魂 しで いたのだろ うと

憶測する人があるだろうが，彼は罪などを犯 しておらず，

ただ敵に対 して怒 りを抱 くことや困難にあってひるむのを

悔や んだだけ である と私 は思 う。極限状態で も自分 を正

義に従わせ る彼の力を考えてみれば，彼にとっては重大な

ささやかな弱点 も，私 たちか ら見ればかえって大人物の感

を深"・ ・

このように，ニーファイはほぼ完全な人間の姿 を備 えて

いる。予言者であり，教師であり，統治者，開拓者，建設

者，職 人であ り，識者，著作者，詩人，軍入指導者，建国

者，息子，夫，そして人間機関車のような人であった。世

綴 嘉贈蒔繍 贈 撫 虜会ヨ男誘 揖

臨 簾 騰膿 欝 灘 こ次のような竺 う
「さ て私 の 饗 る 弟 た ち よ

， ま たユ ダヤ 人 よ， 世 界 の

隅 々 に至 るす べ て の 人 々 よ， こ の 言 葉 を 聞 い て キ リス トを

信 ぜ よ 。 … … こ の 言 葉 は キ リス トの 言 葉 で あ っ て … … こ の

言 葉 は善 を行 え とあ ら ゆ る人 に教 え勧 め て い る。

私 は大 い な る終 りの 日に ， 私 た ちの す べ て で な く と もそ

の 多 くの 者 が ， 天 の 御 父 の 王 国 に救 わ れ るの を御 許 し に な

る よ う， キ リス トの 御 名 に よ っ て 天 の 御 父 に 祈 る 。 … … 私

は 土 の 中 か ら呼 ぶ 人 の 声 の よ うに あ な た た ち に語 る。 あ の

大 い な る 終 りの 日が くる まで さ らばd(IIニ ー フ ァ イ33：

10，12-13)
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お母 ざんは ため息 をつ きま し

た。｢マ ー サ は友 だ ち をほ しが

ってい るの よ。マ ーサ と親 し く

してあ げる子 はだれ もい ない じ

ゃな いのd

｢こ れ全 部持 って行 くの
。私

た ちの夕 食の分 は とっておか な

いの､｣

｢メ ア リー･ア ン
,ブ イ ッチ

妬妹 は病気 なの よ。 それ にマー

サ は まだパ ンの作 り方 を知 らな

い で しょう し,さ っそ く教 えて

あげ なければdお 母 さんは ひ

とりごとの よ うに こ う言 い ま し

た。｢マ ーサ がお母 さん代 わ り

を しなけれ ばな らな くな るわ,｣

｢そ れ じゃ
,マ ー サ のお母 さ

ん は よ くな らない って 言 うのd

メア リー･ア ンが 口をは さみ ま ー

した』

｢お そ ら くね
。 その こ とはマ

ーサ も知 っせ いる と思 うの よ
。

マ=サ が 人 と話 したが らな いの

は そりせ いで し ょ う。
,さあ,急

いで。暗 くな らな
.いうちに帰 っ

て来 て ち ょうだ いd

メア リ→･ア ンは小石 をけ り

な.がら通 りを歩 いて行 きま した。

そ しで｢私 にで きるのは 台所 か

ら何 か を人に届 け る こ と ぐらい。

226

で も私 が いなか った らお母 さん

は妹助圃会の会母 の責任 を果々,

せ な い と思 うわ｣と,』 自分 を な.

ぐさめ ま した。

そん な メア リー･ア ンの気 持

が わカ3ったかの よ うに,す ずめ

が1羽 へ いの柱 の上 で さえず っ

て い ま した。木 々は春 のか お り

をただ よわせ てい ま した。 次 の

日曜 日は復 活祭 だわ,新 しい洋

服 を着 て行 か な くちゃ。 その と

き,ふ とマ ーサ の こ とが頭 に浮

か び,心 が重 くな りま したご

玄 関 にあ らわれ たマーサ は 泣

き顔 を して い ホした。

｢こ れ お母 さん寿 らです｣と
.

言 って,メ ア リー･テ ンはパ ン

をテー ブルの上 に置 き ま した。

マ ーサ はお い しそ うな にお い

をか ぎなが ら∵喜 ん で言 い 糺

た.｢南 タ準 のお母 さんは私た

ちに必要なものがいつ もわか る

り細
｢あ な た

､にパ ン の 作 り方 を教

え な くち ゃ っ て 言 っ て い た わd

メ ア リー･ア ンは で き る だ け 親

しそ うに 言 い ま した 。'｢ほ か に

何か 食べ るんで しょ う?｣

｢え え
,じ ゃが い もと玉 ね ぎ

のスー プ よ。 じょうず に作 れ な

いけれ ど,練 習 して い るのdマ

ニサ は お どお ど した よ'うす で言

い ま した 。

その とき,お くか ら声が 聞 こ

え ま した 。｢お 母 さんが呼 ん で

い るわ。今 日は ど うもあ りが と

うdマ ーサ はそ う言 ってお くへ

行 って しまい ま した。

次 の 日,お 母 さんは復活 祭 ρ

ときの洋服 をせ っせ とぬ って く

れ てい ま したが,メ ア リー･ア

ンの心 は しず ん でい ま した。｢さ

あ,着 てみて ち ょうだ いd

.お母 さん にそ う言わ れて,メ

ア リ｢･ア ンは部屋 に 入 って洋

､服 に手 を通 し ました。 その とき

です 。｢お 母 さん,フ ィッチ兄

弟 が来 た わ よ｣と い う妹 の声が

聞 こえ ま した。

お母 さんが出 て行 った後,メ

ア リー･ア ンは鏡 に うつ った 自

分 の姿 をなが め ま した 。 え りに

白い レー ス をつ け,.こ しに ピン

クの リボ ンを結 んでみ ま した。･

何 てす て きな ドレス で し ょう。

お母 さんが,片 手 でエ プ ロ ン

を取 り,も う一 方 の手 でかみ の

け をか きわけ なが ら言 い ま した。

｢さ あ
,洋 服 をぬ いで。 フ ィ ッ

チ姉妹 の ぐあいが悪 くなったの 。
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復 活祭 は,御

子 イエ ス･キ リ

ス トが お生 まれ

に なった こ と,

そ して私 た ちのた めに死 んで く

だ さった こ とを祈 りの気持 を も

って,天 の お父様 に感 謝 す る と

きです。

マ リオ ン･G･ロ ム ニ ー第二

副 管長 が,救 い主 が生 きて い ら

っ しゃ るこ と,ま た救 い主 の教

えに従 うこ との たいせ っ さにつ

い てお話 して い ます。

00

私 た ちが皆 さん にお伝 え した

い こ と,そ れは,今 の時代 はイ

エ ス様 の福 音 が伝 え られ る最後

の時代 であ る とい うこ とです 。

碧 ン

この たいせ つ な時代 に,神 様 は

天 を開か れ ました。直接 その姿

を現 わ され て,福 音 を回復 し,

教 会 をお たてに な りま した。 そ

して福 音 を伝 え,救 いに必要 な

儀 式 を行 な う力 をお与 えにな っ

たの です 。神 様 は人々 に祝 福 と

救 い を与 え よ うと,今 も啓示 に

よって導 いて くだ さって い ます 。

OO

私 た ちは こ とば と行 な いに よ

って,世 の人々 に福 音 を伝 え,

を教 えて,彼 らが主 に頼 って生

活 で きるよ うには げ まさなけれ
､

ば な り ませ ん 。

OO

イエ ス様 は その力 をい ろいろ

な こ とに使 われ ました。病 人 を

いや した り,足 な えを立 たせ た

り,盲 人 の 目 を開かせ た りしま

した。 また悪 霊 を追 い出 した り,

死 人 を生 きか え らせ た りもしま

した。水 をぶ ど う酒 に変 え,い
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エ フ は,コ ロ ン ビ ア で 伝 道 して い る

ジ お兄 さん の よ うに,宣 教 師 に な りた

い と思 って い ま した 。 で も,人 に話 しか け

るのが こわ いの た,ど う して伝 道 す るこ と

が で きるで し ょ う。

先 週 の プ ラ イマ リー で,会 長 さんが こ う

言 い ま した 。｢み ん な は宣 教 師 ですか ら,

お 友 だ ち をプ ライマ リー に連 れ て きて くだ
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島1

さいdジ ェ フ は その とき,手 をあげ て約 束

して しま った の です 。 ところが あ とに な っ

て,こ まっ て しま い ま した。｢学 校 で友 だ

ち に教 会 の こ と をど う話 した らい いのだ ろ

うdジ ェ フ と同 じ年 で末 日聖徒 の 男 の子 は,

学校 に はふ た りしか い ませ ん 。 ふ た りと も

プ ライマ リー では,開 拓 者 の クラス です。

そ して 開拓 者 の 先 生 が大 好 きで す 。 ジ ェ フ

が 手 をあ げ たの は,『先 生 を喜 ばせ たか っ た

こ ともあ るの です 。

ジ ェフ ほ,聖 餐 会 で ふ た りの 宣教 師が,

人 々 に福 音 を伝 えた ときのす ば ら･しい 気 持

につ い てお 話 を して い たの を思 い 出 しま し

た。そ してレ 自翁 も同 や無 持 を味 わいたい

と思･}ま.レ裕 だけ鉾 んな にお く病 では.

ジ.出フ偉 しょん俘 りしなが ら台所 に入 り,

こ し をお ろ しま した。 そ こで は お母 さん が

クレヲ≧で ダオルにか ざ りをつけ てい まし

た 。1∴｢お母 さん,そ の ク レ ヨ ン,洗 っ て も･

･落 ち な い の?｣ジ ェ フ は 言 い ま し た
。

｢落 ち な い わ よ
。特 別 な クレ ヨン だ か らd

｢そ れ は い い ね 。 どん な も の で も書 け る

の,｣

｢書 け るわ よ。 なん 灯 か うれ しそ うねd

ジ ェ フ1ま自分 の 部屋 に行 くと,黄 色 のT

シ ャ ツ を持 っ て.きま した 。 そ して,き れ い

に しわ をの ば.して か ら,黒 の ク レ ヨ ンでT

シ ャ ツの胸 に 大 きなスマ イル の顔 をか き,

そ ② 下 に｢楽 しいプ ライマ リー｣と か き加｢

ゴえ ま した 。

,ー

嬬
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イ エ ス ・キ リス ト

待 ち 望 ん だ賜

十二使 徒 評 議 員会 会長

エ ス ラ ・タ フ ト ・ヘ ン ソ ン

1年 の内には・贈 り物 をした りされたりして祝 磯 会か
何回とな くある。そのような折に，私たちか主イエス・

キ リス トか らいたたいているたくさんの贈 り物の中から幾

つかのことを思い返 して，今度は自分か主に何 をプレゼン

トしたらよいかを考えてみるとよい。

ます，主は私たちか見習 うへ き完全な模範 つ まり主御

自身を贈って下さった。主は， 「人かその友のために自分

の命を捨てること， これよりも大きな愛はない」(ヨ ハネ

15●13)と 言われた。主は， この世 における生活の模範を

私たちに示して下さったはか りてなく，私たちのために喜

んて命 を捨てて下さった。私たちに蹟罪 と復活の栄えある

祝福 を与 えようとして，私たちには理解て きない肉体 と霊

の苦痛 を受け られたのてある(教義 と聖約1915-19参 照)。

信仰のために死ぬことを良しとしなから，信仰のために

完全な生活を送ることには意 を用いない人々かいる。キ リ

ス トは私たちのためにこの世 て過 こし，そして死なれた。

私たちはキ リス トの足跡 をたとり，その壇いを受けて，あ

らゆる賜のうちて最大の賜，永遠の生命を得 ることかてき

るのてある。この賜を受けるにふさわ しい生活こそ大いな

る永遠の御方，私たちの天父かたどられた道なのである。

キリス トは，私たちにどんな人間になるへ きか と問い，

主御 自身のようになる必要かあると自ら答えられた。(III

ニーファイ27：27参 照)

キ リス トに似た生后 をする者 こそ，最 も立派て，最 も祝

福 された幸せな人てある。それはこの世の富や権力，名声

に全 く関係かない。偉大さや受けている祝福や喜ひをうか

かい知 る唯一の正 しい尺度は， どれたけ主なるイエス ・キ

リス トに似た生活 を送 っているか ということてある。主は

正 しい道，完全な真理，豊かな命なのてある。

心に絶えす浮かんてきて，私たちのすへての思いと行な
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いを左右する言葉に， 「主よ，わたしは何 をしたらよいの

で しょうか」(欽 定訳使徒9：6)と いうものがある。こ

の問いに対する答えは，キ リス トの光 と聖霊を通 して得 ら

れる。私たちには，キ リス トに従 って行な うべ き仕事があ

る。私は皆 さんに証 したい。主のみ業に対す る報 いは極

めて大 きく，いかなる世界でもこれに勝 るものは得 られな

い 。

次に，キリス トは生涯 を模範 として私たちに示 して下 さ

ったほかに，予言者 とい う贈 り物を下 さった。この世の人

々の中で私たちが心か ら従っていかなければならないのは，

だれよ りもまず，導き手であ り，予言者，聖見者，啓示 を

受ける者である末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の大管長で

ある。彼は生け る水の源の最 も近 くに立 っている人である。

私たちには主の教 えがあるが，それは予言者からしか受け

られない。 自分がどれだけ主 の近 くにい るか を知 る良 い

方法は，地上における主の代弁者，予言者である大管長が

主の霊感 を受けて語 った言葉 をどのように感 じ，それにど

のように従 っているかを見 ることである。大管長が主の霊

感 を受けて語った言葉は軽ん じてはならない。すべての人

は霊感を受ける権利を有 し，様々な人が 自分の責任に伴っ

て霊感 を受ける資格 を持っている。 しかし，教会 と世 界に

対する主の代弁者はただひとり，それがこの教会の大管長

である。従って，人々の言葉は，大管長が主の霊感 を受け

，

て語った言葉に照らしてはかるべ きである。

主の予言者は生身の人間であるが，神は予言者に教会 を

間違 って導かせ ることはなさらない。(「ウィルフォー ド・

ウッドラフ説教集」pp.212-13参 照)神 はあらゆる事柄

を初めか ら終わ りに至 るまで御存 じである。従 って，だれ も

偶然にイエス ・キリス トの教会の大管長になったり，偶然

にその地位にとどまっていたり，また偶然に世 を去った り

は しない。

私 たちにとって一番大切 な予言者は，この時代に生 きて

いる予言者である。神が現在私たちに望んでお られる教 え

を告げるのは，現代の予言者である。神からアダムに与え

られた啓示は，ノアに箱舟の造 り方を教えるものではなか

った。 どの世代にも古来の聖典は必要であるが，現代の予

言者の告げる言葉 もまた必要である。従 って，あなたが最

もよく読んで思索すべ きものは，主の代弁者が主の霊感を

受けて語った最近の言葉である。そういうわけで，教会の

定期刊行物に載る予言者の言葉を注意深 く読む ことが大切

なのである。

神よ，感謝いたします。この末の時代に私たちを導 く予

言者がいることを。

そして3番 目に，キリス トの生涯 と主の予言者 というふ

たつの賜に加えて，主の教会，末 日聖徒 イエス ・キリス ト

教会， 「全地の面に於ける唯一の真にして生命ある教会」

熱賞慧濫嚢繕譲鹸灘 継鋤轟 繕轟繕

灘 灘 灘 、灘 舞 ，灘 灘.
雛

ア震

蹟

騨 』

醸臨 鯵麟 懸爵翻
齪撫 蕊

ノボ まお　

騒 齪灘羅雛繍
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(教義 と聖約1：30)と いう賜がある。教会がなければ，

私たちには救いも昇栄 もない。バプテスマや神権，日の光栄

の結婚，結び固めの力を受けるのは，教会 を介してである。

教会は，み業を確立し，拡張するために神がいつ も用いら

れる組織体である。私たちは教会 と共に， また教会の中で

働 き，教会を築 き上げ，発展させてゆかなければならない。

私たちは 自分の時間 と才能 と財産 を惜 しみな く教会に捧

げるべ きである。世 に何が起ころうと，この教会は力強 く

発展し，主が再び地上に来られる時まで存続するであろう。

神はこの教会が背教のために再び地上か ら取 り去 られる

ことはないと約束された。個人個人ではな く全体 として，

この教会を喜んでいると語られた(教義 と聖約1：30参 照)。

それは，道 を迷 って去って行 く教会員のあ り得ることを意

味している。影響力が大きい権威ある職に就いている人に

も，その ようなことが起こり得る。過去 もそうであったし，

将来 もそ うであろう。私たちの信仰が肉の権力によらず，

イエス ・キリス トによるな らば， 自分 が人の教会 ではな

くイエス ・キ リス トの教会 員であることを知るに違いな

い 。

一 滅 責勲ゑ 駄欝 憐 ・教 会燈 テ
ある・一 撫 一鑓 虹盛 じスン研ヒだ 時

に麟 の原則一 どよい。

神は，様々な霊的進歩の段階にある生身の人間を通 して

働かれる。人々が自分の悲 しい経験か ら学ぶ ように，時に

は賢明と思われない要求を一時期認められるこ とがある。

ある人はそれを 「サム ェ鱗 則』一と呼んでいる。イスラ

エルの民は，他の匡1寡のように王 を持 ちたいと願った。予

言者サムエルはそれを喜ばず，主に祈 ると，主はサムエル

た 「彼らが捨てるのはあなたではな く，わたしを捨てて，

彼らの上にわたしが王であることを認めないのである」 と

答えられた。そして王 を持つ とどうなるかその将来 を民に

警告するように言われた。そこでサムエルは民に警告 した。

しかレ～民はそれでも王を望んだため，神は彼 らにひとり

の王を立てさせ，民のなすがままにさせたもうた。やがて

民は苦難 を味わ うこととなった。神 はそれを望まれなかっ

たが，ある範囲内で，人々に願いのままを許されるのであ

る。愚かな経験は，進歩を妨げるだけの経費のか さむ授業

である(サ ムエル上8参 照九

私たちは時々予言者の勧告に背を向け，世を真似て間違

った教育思想，政治思想，音楽，服装に走ることがある。

そして新 しい世の中の標準が優位 を占める。 しかしその標

準 も次第に崩壊 し， 多くの苦難を被る。こうした中で，謙　
遜を樵 儀2藏姑鮫 融 舞襲1蝉 皿鯵

今 日穏数にの標準が下降線をだどる中で，義人はできる

限 り自分の標準 を高 く保っべ きである。人々にそれを押 し

つけるのではな く， もっと良い時代 を待 ち望み，備えをす

べ きである。その時代は必ず来る。

それに関連 してもうひ.とつの原則が思い出される。それ

は従う者があってこそ導 く者がいるとい うことである。高

い標準を維持するには，それを守る立派な人々がいなけれ
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ばならない。

モルモン経には悪 い枝の伐採の話が載っている。 「良い

枝の大 きさと力 とに応 じて渋い実のなる枝 を切 りとって し

まえ。 しかし，悪い枝を一度に皆 とってしまってはならな

い。 もし一度にとって しまうと，接 いだ芽に くらべて根の

方が強す ぎるか ら，接いだ芽が枯れて私は樹木園の木をみ

な失 くす るおそれがある。……その根 と梢 との力が釣合 う

ように，良い枝が出'るにつれて悪い枝を切 りとってしまえ。

ただし，良い方の枝が悪い方の枝 に勝 ったときはじめて…」

(モ ルモン経ヤ コブ5：65-66)

シオンにふさわしい民だけが シオンの社会を実現 させる

ことができる。 シオンの民が多 くなると，シオンの諸原則

がた くさん取 り入れられて，やがては人々に主 を受け入れ

る備えがで きるのである。それは時が来れば，主の霊感 を

受 けることのできる教会員の書いた書物が多くなることも

意味す る。人の誤った教 えに同感する風潮はだんだん下火

になるであろう。いろいろな点で福音の真理を土台 とす る

傾向が増え， また必要 とあらば，その標準に照 らして， こ

の世がどういう点で欠けているのか を指摘するで あろう。

また時が来れば，神のみたまの教 えも増すであろう。しか

しこのことは，人の教 えが退潮 して行 ってこそ起こるので

ある。私たちはほむべ きこと，好ましきこと，徳高 きこと，

良 き聞こえあることをたずね求め，べ一 トーベ ンやシェイ

クスピア， レンブラン ト， ミケランジェロ、を貴ぶ ものであ

る・やがて，教会の内部か ちも多.くの偉人が生 まれるであ

ろう。特に偉大な父親たる族長，気高い伴侶，母親たちが。

ある種の音楽や絵画や衣服は姿を消すであろう。それは，

流行が変わるためではなく，私たちの標準が高 くなるため

である。

あなたが教会のだれかの言動に悩む時， もうひ とつの原

則を考えるとよい。それは管理の職の原則である。王国が　
大 きくなると1次 第に多 くの責任が委任され，管理の職が

割 り当てられるようになる。その管理の職への対応の仕方

は，人によって様々である。神は辛抱強 く，私 たちが自分

の責任 を立派に果たせるようになるのを待ってお られる。

そ して，神 のみ前に昇 るに もどこかへ落ちるに も，入に十

分な長 さのロープ と時間を与えておられるのである。しか

し，神が忍耐 してお られる間，管理の職にある人間は，そ

のちっぽけな権力をい くら駆使 しても主のみ業を妨げるこ

とはできないし，ゆがめることもできない。正義の神の う

すはゆっくりまわるが， ひかれた粉は実に細かい。

神は人間に自由意志 を与えられた。従ってその自由意志

を誤用する人が必ず出るであろう。福音の網は善人も悪人

も，最 もす ぐれた者 も最 も邪悪な者 も捕 らえる。最 も邪悪

蜘 田後の清めがある前に，醗 が王国を1麺酒

ζ丸ヱ墜£ 込鷲手下④二どである・現在・教会の中にその
ようなムタヵ肇 .ら変 いるが。_やがてその人亙は明ムかにな

るエ'互うユ。.時が万事 を振 りわけ，良い者は上げられ，悪
い者は落 とされるであろう。王国の中で人々に動揺 を与え

るようなことを目にしたら，それが 自分の管理下にある場



合は， まず第一'こ へだ くとよい。またもしそ

の上の権能 を持つ人に伝 えるべ きものであると判断 したな

らば，思いや りをもって，穏やかに，適当なレベルで必要

な処置をするとよい。

教会の指導者に対する見解の相違 を言いふ らして争いや

分裂 を引き起 こすのは，背教への確実な道である。私たち

のなすべ きことは，王国に しっか り寄 り添って立つこと，

キリス トが与 えて下さった教会 という素晴 らしい賜に対 し

・て，離反 し悪感情 を抱 くように誘 うものをすべて排除する

ことである。

教会は真実のものである。律法を守 り，集会に出席 し，

指導者を支持 し，召しを受け入れ，神殿推薦状 を受け，祝

福を享受 していただきたい。

4番 目に， キリス トの生涯 と，主の予言者 と，主の教会

に加えて，聖典，特にモルモン経 という賜がある。

キンボール大管長は ワシントン神殿の献堂の祈 りの中で，

予言者ジョセブ ・ス ミスが語 ったように，モルモン経 を最

も正確な書物 と述べた6予 言者ジョセブ ・ス ミスはモルモ

ン経 を私たちの宗教のかなめ石 と呼び， 「人がその教 えに

・従って最 も神に近づ くことのできる書物」(「 教会歴史」

4：461)と 言った。この書物は，現代の人々に宛てて書か

れている。編集者のモルモンは示現で私たちを見て，神が

私たちの時代に特に必要 と感 じられたことをこの書物の中

に加えた。ブ リガム ・ヤング大学でモルモン経を宗教の必

修科 目に取 り入れたのは'主の霊感による。教職員や学生ば

か りでな く，全世界の教会員が，何はさておきモルモン経

に精通すべ きで ある。その中の歴史や信仰 を鼓舞す る話だ

けでな く，その教えを理解 しなければならない。真面 目に

自習をしてモルモン経に記 された教義を学ぶな らば，世の

誤 りを明 らかに し，社会主義や 人文主義や進化論などを含

めて，現代り様々な間違った理論や人の哲学に対抗できる

真理 を見いだせ るであろう。

教会内部で，モルモン経に通 じ，それ を愛読す る人 とそ

うでない人との間には，認識や見解や 自覚や霊性の相違が

ある。この書物は立派なふ るいである。

さて，キ リス トの生涯 と，主の予言者 と，主の教会，そ

れにモルモン経は，キ リス トが私たちの一生に祝福 として

与えて下さる賜のほんの一部 でしかない。

そこで，友である皆さん，私たちは主に何を贈 ることが

できるだろうか。主が私たちのためにこれまでして下さっ

たこと， また現在 して下 さっていることをよく考えてみれ

ば，お返 しとして私たちにできることが何かある。

キ リス トが私たちに下 さった大 きな賜はその生涯であ り，

犠牲で あった。 とすれば，キ リス トへの私 たちの小さな贈

り物も，一"は ないだろうか。現在だけ

で な く， 将 来 も含 め て 。 数 年 前 に 同 僚 の ボ イ ド ・K・ パ ッ
'カ ー 長 老 が こ う語 っ た

。 「私 は胸 を張 っ て 申 し上 げ た い 。

… … 私 は立 派 な者 に な りた い
。 また ， そ れ が 主 に は っ き り

と通 じて ， 自分 が 自由 意 志 を ど う使 うか 主 が 知 っ て お られ

る とい う気 持 を抱 くこ とが 非 常 に 大 切 な こ とを ， 私 は 身 を

も って 知 っ た。 私 は 主 に祈 っ た 。 『私 は な まぬ る くあ りま

せ ん 。 み 旨 の ま まに な さ っ て 下 さ い 。 挙 手 が 必 要 な らば ，

挙 手 を し ます 。 私 に 何 を され よ う と結 構 で す 。 私 か ら取 り

上 げ る もの は な い は ず です 。 私 は 自分 か ら捧 げ ます か ら。

す べ て の もの を， 私 の 持 って い る す べ て の もの ， 私 の 存 在

の す べ て を。』そ して そ の 時 か ら， 違 っ て きた列(1950年 夏 ，

セ ミナ リー ・イ ンス テ ィテ ユー ト大 会 で の 話 よ り)

確 か に ， 自分 の 生 活 を神 に捧 げ る 男女 は ， 自分 の 能 力 だ

け で は とて も及 ば な い た くさ ん の もの を人 生 か ら得 るで あ

ろ う。神 は こ の よ うな 人 々 の 喜 び を増 し， 視 野 を広 げ ， 理

解 を さ と く し， 体 力 を増 し， 霊 を高 揚 させ ， 恵 み を加 え，

機 会 を増 し， 心 に 慰 め を与 え， 友 を招 き寄 せ ， 平 和 を も た

ら した も う。 神 の ため に 自分 の 命 を失 う者 は ， 永 遠 の 生 命

を得 る の で あ る 。

次 に ， キ リス トに捧 げ る私 た ちの 犠 牲 に つ い て 申 し上 げ

た い 。 福 音 に 関 して ， 犠 牲 は確 か に 一 の 養 、， で あ る 。

人間はこの試 しの世で，一 生活

する恋 乙 う.かを試一 参照)。 永遠の生

命を得 るには，求め られたならば喜んで福音のためにすべ

て を犠牲にしなければならない。イエスは金持 ちの青年に，

「もしあなたが完全にな りたい と思 うなら，貧しい人々に

施 しなさい。そ うすれば，天に宝を持つようになろう。そ

して，わたしに従ってきなさい」 と言われた。

この言葉 を聞いて，ペテロが言った。 「ごらんなさい，

わたしたちはいっさいを捨てて，あなたに従いました。つ

いては，何がいただけるでしょうかd

主はこれに答えられた。 「おお よそ，わたしの名のため

に，家，兄弟，姉妹，父，母，子， もしくは畑を捨てた者

は，その幾倍 もを受け， また永遠の生命を受けつ ぐであろ

うd(マ タイ19：16-29;教 義 と聖約132：55)

ジ ョセブ ・ス ミスは犠牲についてこのように述べている。
「人間が，汚れや くず，かす以外のあらゆるもの をイエス・

キ リス トを知 っているおかげ と考え，自分のすべて，名声

や評判，栄誉，人望，家や土地，兄弟1姉 妹，妻や子供，

また自分の命さえも捧げるに至るには， 　

行なってい ・''"ナ{曇 会"の 一の恋必

要である。すな ち この苦労が終わった時に永遠の串息
らぬ

に入 り 、 こナ ・'奴 勤 が

攣&… ……すべてのものに犠牲を求めない宗教は，
命 と救 い に 必 要 な信 仰 を生 み 出す 力 を決 して 持 た な い。 な

ぜ な ら ば， 人 問 が 存 在 す る よ うに な っ て 以 来 ， 命 と救 いを

享 受 す る た め に 必要 な信 仰 は ， この 世 の あ ら ゆ る もの を犠

牲 に せ ず して 決 して 得 られ なか った か らで あ る 。神 が 人 を

永 遠 の 生 命 を受 け る者 と して 定 め られ た の は ， この 犠 牲 を

踏 ま え て の こ とで あ り， この 犠 牲 が な け れ ば 永遠 の 生 命 は

得 られ な い の で あ るd(Lθc加 γθ80η.Fα 漉 信 イエP講義 」

pp.58-60)

ブ ルー ス ・R・ マ ッ コ ン キー 長 老 は 言 っ て い る。[搬

は 》 つ"'出 の 意 味"ナ ど存

在 し な い 。 犠 牲 とは ， よ り良 い

　
・ 百 佃 と い う約

1樽一 一～醐
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束 の 故 に， こ の世 の もの を投 げ うつ こ とで あ る 。 しか し永

遠 の 観 点 か ら見 れ ば ，す べ て を捧 げ ， 自分 の 命 まで 捨 て た

と して も永 遠 の生 命 が そ うす る こ とに よ っ て 得 られ る の で

あ れ ば， そ れ は犠 牲 で は な いd(教 義 と聖 約93-13-15，

Moγ 伽 π 恥c堀 πe「モ ル モ ンの 教 義 」p.664)・

入 は神 の ため に 自分 の命 を失 う時 に 豊 か な 命 を実 際 に 見

い だす 。 そ の よ うに ， 神 の た め に す べ て を犠 牲 に す る 時 に ，

神 は持 っ て お られ るす べ て を 人 に 分 け て下 さ る の で あ る 。

力 い っ ぱ い努 め て み て も， 主 に 貸 しが で き る わ け で は な

い 。 とい うの は， あ な た が み こ こ ろ を行 な お う と努 め る と，

そ の度 ご とに 主 は も っ と大 き な祝 福 を惜 しみ な く注 い で下

さ るか らで あ る 。 時 に は， 祝 福 が 来 る の が 少 し遅 い と思 う

よ うな こ と も あ る だ ろ う。 そ れ は き っ と信 仰 の 試 し で あ る。

祝 福 は 必 ず や っ て くる。 しか も豊 か に 注 が れ る 。 人 知 れ ず

よ い こ と をせ よ， そ うす れ ば しば ら く して そ の 報 い は何 倍

に もな っ て 返 っ て くる， と い う言葉 が あ る。

ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 管 長 は こ う語 っ た 。 「キ リス トの た

め に こ れ これ の 苦 難 に あ っ た とい う人 が 実 に 多 い 。 私 は そ

の よ うな こ とが 一 度 もな い の を幸 せ に 思 う。 うれ し い こ と

は た く さん あ っ た 。 私 は心 の 中 で も人 々 の 前 で も， いつ も

苦 労 をひ とつ の話 に た とえ て き た 。 す り切 れ て ぼ ろぼ ろ に

な っ た， 汚 れ た上 衣 を着 て い た 人 の と こ ろ へ あ る 人 が や っ

て きて， 新 しい 立 派 な上 衣 を くれ る とい う話 で あ る。 福 音

の ため に受 け た様 々 な事 柄 を考 え る 時 に， 私 は いつ も こ の

こ と を思 い 浮 か べ る。 私 は 古 い上 衣 を脱 ぎ捨 て て， 新 しい

上 衣 を着 て き たd(D∫SC㎝ γεε8げBr∫8勉 ηLybωπg「 ブ リ

ガ ム ・ヤ ン グ説 教 集 」p.348)

聖 徒 た ちは ， 決 して 罪 人 め よ うに 苦 しみ 悩 ま な い 。

ブ リガ ム 兄 弟 は こ う言 って い る 。 「苦 し み に ③ 購 は ，

喜 び な さ い。 私 雄 の 信 ∫に 伴 うみ た に"・ こ

1ヰ決 して董』みはな遍な らで ある。しか し，神の御子の福

音に従おうとしながら同時に世の思いに執着する男女は激

しく厳 しい苦悩 と悲哀 を被 り， しかもそれは続 くであろう。

敵のかせ を投げ捨ててキ リス トの くびきを負いなさい。

キリス トの くびきは負いやす く，その荷は軽いことがわか

るだろう。私は経験か らそのことを知っている叫(ブ リガ

ム ・ヤング説教集」p.348)

義 しい母親が子供たちを深 く愛する理由を知っているだ

ろうか。それは，子供たちのアために大きな犠牲 を払ってい

るからである。私たちは犠牲を払っているもの を愛し， ま

た愛しているもののために犠牲 を払う。

少ししか与えない時には少 ししか与えられない。

私たちはわずかな距離ではなく，全行程 を主 と共に歩 も

うではないか6罪 の一部ではな く，罪のすべて を捨て去ろ

うではないか。`.

あるところにひ とりの若い女性がいた。母を亡 くした彼

女は，弓自分のしたいこともせずに長い間退屈な仕事 をして

弟を育ててきたのだが，今度は自分が病気になって死の床

に伏 してしまった。彼女は監督を呼んだ。そ して，死 を間

近に して，・たこができ堅 く節 くれだった手で監督の手 を握
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りしめ，このように尋ねた。 「私が神様のみ こころを行な

ってきたこ とを，ど うすれば神様にわかっていただけるで

しょうか」 と。監督は彼女の手 をや さしく持ち上 げると，
「この手 をお見せ しなさい」 と答 えた。

いつの 日か私たちは， 自分のために労 して くれた主の両
'
手 を見るであろう。私たちの手は清 らかだろうか。み業に'

励んだしるしがあるだろうか。私たちの心は清 く，主の思

いで満ちているだろうか。

私たちは毎週，主 を指導者 どして主に倣い，どのようなこ

とに対 してもいつ も主 を忘れず，主のすべての戒め を守 る・と

厳粛に誓約する。それに対 して，主はみたまを注 ぐと約束

して下さる。

何年か何十年か前，.私たちは長兄イエスをよく知 ってい

た6私 たちは，御二方のように完き喜びを受けるため，喜

んでこの世に来 る機会 を受け入れた。自分が どんなに天父

と長兄を愛しているか を示すため， また地上で悪魔の妨害

にあってもたゆまず従順であることを御父や主なる長兄に

示す ため，この機会 を待 ちかねていた。そ して今，私 た

ちはこの世にいる。前世の記憶 を覆い隠されて，今私 たち

は神 と自分 とに， 自分に何ができるかを示 しているのであ 艦

る。閉 ざされた幕のかなたへ行 く時，私たちは天父をどん

なによく知 っているか， またみ顔をいかに見慣れているか

を知 って驚 くだろう。そしてヤング大管長の言葉にあるよ

うに， 自分はこの世 で何 と愚かだったこどか とあきれるの

である。

神は私たちを愛 しておられ る。私たちを見守っていて下

さる。.私たちが成功することを願っておられる。私たちは

、いつの 日か，神が私 たち一人一人の永遠の幸せのために，

何ひ とつ行なわないで残 しておいたもののないことを知 る

であろう。私たちの知 る限 り，天には私たちを助ける軍勢

がいる。今 は思い出せ ない私たちの天上の友，私たちの勝

利 を願 う友が。今は，私たちが 自分にできることを実際に

示す時である。毎 日，毎時間，一瞬一瞬，神に対 してどんな

生活，どんな犠牲 を捧げられるかを6そ して， 自分のすべ

て を捧げるな らば，あらゆるものの中で最も大いなる御方

か ら，持てるすべてをいただ くであろう。

あなたが最善 を尽 くす時，主は最善のものをあなたに報

いて下さるのである。

神が常にあなたと共におられ るように祈 りつつ。

☆ ☆
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福音の教授と学習

セ オ ・E・ マ キ ー ン

私 たちの大部分 は，折に触れて人を教 える職 に召 され る。また私

た ちは神権定貝会集会や 日曜学校 ，扶助協会に出席すれば，皆生徒

・で もある
。福音の教授 と学習 とい うテーマで組 まれた特集の第1回

として，セオ ・E・ マキー ン兄弟が，教師 と生徒 と天父 とい う三者

の関係 を，次の ように論 じている。

子 供の頃濃 場での仕事のひ とつに・父の羊1こえさを与
えることがあった。.寒い冬の間，羊たちの生死はひ と

えに，夏の間に貯えておいた干 し草や穀物 を与えるか どう

かにかかっていた。

それは確かに有益な仕事ではあったが， しかし春あ訪れ

に比べれば物の数ではなかった。春になって囲いの門を開

け，草の生えた斜面に羊たちを導き出す と，羊たちは自ら

草 をはむのである。えさをもらうために群れになって押 し

合 うこともな く，羊たちは丘を自由に動 き回り，青々 と茂

った牧場を捜して，十分な栄養 をとるのであった。そして

秋になるまでには丸々 と太 り，丈夫そうになっていた。

その後，私は伝道に出て同 じような任務を果たすことに

なった。御父の羊 を養 うとい うことである。私は，冬は去

り，福音は回復され，新 しい真理が地から湧 き出で，そし

て 「良い羊飼い」に従 うこ とによ り神の子供 たちは皆そ

の真理 を自らはむことができると宣言することにより，門

を開けるとい う喜びを再び経験 したのである。

私に とって神か ら受けたメッセー ジを宣べ伝 えるという

ことは大切なことではあったが，私はまもな く，求道者が 神

神の御言葉を自ら研究するよう導 くことの方が，私に とっA・

てははるかに大切 なのではあるまいか， という認識を得た。

そうすれば，求道者が 自ら求め，学習 し， そして聖霊の力

によってこの福音が真実 であることを心の内に，確信でき 宣教師

るようになるからである。

瀦 の教擬 学習は・督 を養 うようなものである・その
… ← 一 一 → ・過程が正 しく踏まれれば

㌧教師はおう室〕r生徒や神のみた 宣教師 求道者

ままでもが，積極的に参加 して来るのである。この三者が

根本的にかみ合 っていなければならないことは，既に伝道

活動で実証済みである。宣教師は，求道者に福音のメッセ
ージを宣べ伝える。そして，次のA図 のように求道者 との

交流を図る。

ここで宣べ伝えられるメッセージは，宣教師が自ら熱心に

研究 したり，祈 ったり，教会の神権プログラムに参加 した

りして，神か ら得たものである。それ を図に表わす とB図

のようになる。

宣教師の伝えるものが証の力 を伴 うと，求道者の心 を揺 り

動かすことになる。求道者も同様に，神や聖典や教会 との

個人的な関係 を深めれば，理解力も増 し，真理の証 も得ら

れる。その関係は次のC図 のようになる。

この求道者 と神 との関係 を培 ってお くことが極め で大

切 であるこ とを強調 してお こう。それは，宣教師の言葉

求道

神

宣教師 求道者
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福音の教授 と学 習

神

教師と神の関係 へ 生徒 と神の関係

教師は一 真理についての理解 と証 を求め，それを

得る。

従順の模範 となる。

三講 ∴ 二∵ をダ
う能 力 を高 め る。

一 レ ッ ス ン を 順 序 よ く組 立

て る。

生徒は一 真の原則 とその意味するものを求めて，

聖典や生ける予言者の言葉 を研究する。

黛

一 真理 とその意味についての理解や証 を

求 め ， そ れ を得 る 。

一 何 を な す べ き か を知 り
， ま た喜 ん で

従 う。

証 に 従 い， また 証 を得 る 。

教師
レ ッ ス ン

生徒

教師と生徒の関係

生徒は 霊のことにつ いて飢えや渇 きを覚 える。
一 実行 したいと思 う。

教師は 必要に応 じて生徒 を激励す る。

聖典 と生ける予言者の言葉か ら福音 を説 く。
一 個人学習の指導をする。
一 正 しく理解 しているか どうか調べる。

証 し，生活に応用するよう励 ます。

だけの力で教会に加入した人々の信仰が不安定なことを考

えてみれ遡 らかである。みたまの力による理解 と証がな
りぱロメぽ　トド へ 　 マヱれ　

け れ ば ， そ の よ う な会 員 が 道 をそ れ て行 くの は， 時 間 の 問

題 で しか な い 。

こ れ は伝 道 中 で も， 教 室 で も家 庭 で も同 じで あ る。 マ ー

ク ・E・ ピー ター セ ン長 老 は 次 の よ うに 語 っ た 。 「ク ラ ス

の指 導 者 と して ， 私 た ち は宣 教 師 で もあ る。 も し私 た ち が

クラ ス の 生 徒 た ち を 自分 の教 えて い る教 義 に帰 依 させ た い

と思 うな らば ， 伝 道 中 の 宣 教 師 と 同様 ， 証 の 力 を使 わ な け

れ ば な らな いd(マ ー ク ・E・ ピー タ ー セ ン 瓦8飽doγ

「イ ンス トラ ク ター 」1970年8月 号)

「宣 教 師 」 とい う言 葉 を 「教 師 」 と置 き変 え
，-「求 道 者 」

と い う言 葉 を 「生徒 」 と置 き変 え た な らば ， 教 授 と学 習 と

い うこ とに根 本 的 な関 係 を持 つ 三 者 が ， そ れ ぞれ ， い か に

密 接 に 関 連 し合 って い な け れ ば な らな い か ， と い うこ と を

上 の よ うに 図示 す る こ とが で き よ う。

ゴー ドン ・B・ ヒ ン ク レー 長 老 は ， こ の 点 に 関 して ， 極

め て 興 味 深 い 考 え を述 べ て い る 。 そ れ は， 宣 教 師 の教 え る

方 法 を， 教 室 や 家 庭 で教 え る際 の 基 本 的 な ひ な型 と して 使

うこ どが ， 非 常 に大 切 な こ とで あ る とい うの で あ る 。

「教 義 と聖 約 に は
， 大 切 な聖 句 が 書 か れ て い る 箇 所 が あ

る 。私 は これ ま で， 世 界 各 地 の 宣 教 師 と集 会 を 開 くた び に

そ の聖 句 を読 ん で きた 。 そ れ は ，1831年5月 に， 啓 示 に よ

って与えられた ものである。私は， この聖句は，宣教師に

限 らず，教 えることに従事 しているあなた方にも適用する

ものと思 う。……質問 と解答によく耳を傾 けていただきた

い 。

『この故に，主なるわれ汝らにこれを問う。そもそも， 汝

らは何のために聖職の按手任命を受けたるか。』

その答えは，㌧・真理 を教えんために遣わされたる ・慰め

主 」， す な わ ち 「み た ま」 に よ りこれ が 福 音 を 宣 べ ん た め

な り。』

そ して ， み た ま に よ っ て教 え る人 々 に は ， 次 の よ うな約

束が伴 う.吃 に，教ゆる者 悪 いに木贈

り」 亜墾 こ徳 こ か れ 麟 な 尊 。』(教 義 と聖 約50

：13，14，23)」(ゴ ー ドン ・B・ ヒ ン ク レー ， 『あ な た た

ち は 何 を教 え るべ きか 』1963年9月17日 ， ブ リガ ム ・ヤ ン

グ大 学 教 職 員 の た め の 講 演)

私 た ち の 天 父 の 羊 た ち は ， 飢 え て い るの で あ る。 そ の 羊

た ち を 「緑 の 牧 場 」 や 「い こ いの み ぎわ 」 に 導 く私 た ちは ，

な ん と栄 え あ る機 会 に 恵 まれ て い る こ とで あ ろ うか 。 教 師

も生 徒 も共 に 祝 宴 に 列 し， や が て皆 「わ た しの 杯 は あ ふ れ

ます 」(詩 篇23)と 言 うの で あ る 。

(本 特 集 の 次 の 記 事 は ， 図 に示 し た教 授 と学 習 の 様 々 な

関 係 に つ い て 説 明 す る.もの で あ る。)

1
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証 の 力

十二使徒評議員会会員

マーク ∴E・ ビータ ーセ ン

教 会のあらゆる教授活動の究醐 標は・人々を改宗に導
くことである。

私たちがこれを目的 としないのなら，教師や クラス指導

者 として存在す る意味が失われてしまうし，また一教師 と

しての失敗は，その召 された責任に関す る限 り，その組織

全体の失敗 ともなる。

教会の教室や説教壇は， 「公開討論会」が目的で存在す

るのでもなければ，議論の場でもない。 また，教師自身の

持つ個人的な思想や解釈や見解 を表明す るための，場 とし

て使用 されるべ きで もない。

教会の教室や説教埠は，福音学習の中心 となるべ き場所

である。こうした施設設備 を通 じて，人々の心は揺 り動か

され，身 も霊 も，主イエス ・キ リス トの福音に帰依するの

である。

パウロがローマ人に宛てた書簡の中の言葉には，私たち

の胸 を強 く打っ ものがある。 ・'

「……主の御名を呼び求める者は，すべて救われる……

しかし，信 じたことのない者 を，どうして呼び求めるこ

とがあろうか。聞いたことのない者を， どうして信 じるこ

とがあろうか。宣べ伝える者がいな くては，どうして聞 く

ことがあろうか。つかわされな くては， どうして宣べ伝え

ることがあううか。……」(ロ ーマ10：13-15)

教会のクラスに出席する人々は皆，教 えられる必要があ

るし，改宗す る必要がある。福音は，その含蓄す る意味 も

応用性も極めて広 く， またそあ中に限 りない知識が含まれ

ているため，いまだかつて福音についてそのすべてを学び

終えた人はいない。それ故，あらゆる人々が，教 えられる

必要があるのである。

教会のクラスに来る人は，大抵，や さしい義の種に丁飢

え渇いている」 ものである。その種は， よく統制の とれた

レッズンの中にある。そして， クラスの教師には，そうし

た必要 を適切 に教材を提示することにより満たす責任があ

るのである。その教材は正式に認可されているもので，偽

りがな く， しか もいかなる疑問も入る余地のないものでな

ければならない。

上手に教えるということの中には，ただしゃべ るだけで

・はな く，適当な時に視覚教材 を利用す ることも含 まれる。

また聖典か らの引用は， どのレッスンでも不可欠である。

私たちの教えることは，真実その ものでなければならない。

そのためには，.レ ッスンの際に聖典 を豊富に使 うことであ

る。

だが， クラスの出席者に，是が非でも改宗の心 を起 こさ

せ たいと望むなら，またもうひ とつの要素がなければなら

ない。それが 「証」である。

新 しく改宗 した人々に，教会に紹介されたとき何に一番

心 を打たれたか と尋ねると，ほ とんど例外な く 「宣教師の

熱心な真心か らの証」 と答える。

クラスの指導者 として，私たちは宣教師でもある，そし

てクラスの出席者 を自分の説 く教えに帰依させたいと望む

なら，私たちも，伝道中の宣教師同様，証の力を使わなけ

ればならない。

「教え一 証 し バプテスマを施す」

これが，宣教師たちの取 る段階である。私たちが教室で

教 える際には，やは りこの方法を使わなければならない。

最近，「目と目を合わせて」行なう教 え方につ いて多く述

べ られている。これは極めて効果的である。だがこの方法

を使っても，献身的な教師がクラスの出席者に向かって1

「目と目を合わせて」証 をしなければ，完壁なレッスンと

は言い難い。

レッスンが効果的にしかも確信 を持 って行なわれれば，

それをしめ くくるものとして，証以上の ものがあろうか。

教師は誠心誠意， 「私は証 します。私はこれが真実である

ことを知 っています」ーと述べるのである。

この方法で，世界中の非教会員が改宗 している。そして

この方法は，教会の クラスに出席する人々を改宗へ，さら

には再度の改宗へ と導 く上で同 じように効果的なのである。

特別の影響は，真心か らの証の後にやって来る。主が，

その証 を通じて，あふれんばか りにみたまを注いで下さるの

である。私たちが外国で伝道中の宣教師 として証をすると ド

きであろうと，家庭で家族に証す るときであろうと，ある

いはまたクラスの出席者に証するときであろうと，そのみ

たまを呼び起 こす力は私たちにあるのだが，証 を述べるこ

とがなかったら，私たちの教えは本当の意味で人の心を打

つだろうか。

証が私たち自身の胸の中で燃え，私たちが恐れることな

く雄々しくその証を述べ るなら，必ずや心 を動かす ものが ，

あるに違いない。改宗がそれに続き，それと共に，従順な ，

・人々には皆，救 いが もたらされるであろう。

これこそ，私 たちの証である。
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総 大会 日程,2日 間に短縮される

年 次 総 大 会 な らび に半 期 総 大 会 の 日程 変 更

が 大 管 長 会 か ら発 表 さ れ た 。 こ れ に よ る と,

こ れ ま で3日 間 の 日程 で行 な わ れ て い た総 大

会 が2日 間 に短 縮 さ れ る 。

大 管 長 会 は神 権 指 導 者 へ の 通 達 の 中 で 次 の

よ うに 述 べ て い る。

｢1977年4月 の 総 大 会 は4月2
,3(土,日)

の 両 日開催 さ れ ます 。 土 曜 日は,午 前7時 か

ら福 祉 事 業 集 会,午 前 と午 後 の 一 般 大 会,午

後7時 か ら神 権 大会 が 開 か れ 日曜 日は 一 般 大

会 が 午 前 と午 後 の2回 開 か れ ます 。 過 去 に お

い て 金 曜 日に 一 般 大 会 が 開 か れ て い ま し たが,

金 曜 日は十 二 使 徒 会 地 区代 表 セ ミナ ー に あ て

られ る こ とに な り ま し た 。

1977年4月 総 大 会 の 日程 は,今 後 の 総 大 会

で も踏 襲 し ます 。す な わ ち,毎 年4月 と10月

の 第1日 曜 日 と前Erの 土 曜 日に 一 般 大会,前

々 日の 金 曜 日に 十 二 使 徒 会 地 区 代 表 セ ミナ ー

が 開 か れ ま す,｣

この こ とは,春 に行 な わ れ る総 大 会 の 日程

の 中 に 教 会 創 立 記 念 日の4月6日 を 必 ず し も

含 め な い こ と を意 味 す る。 過 去 の4月 の 大 会

で は,6日 が週 の 中 間 に 来 る場 合 で も,6日

を含 め て 大 会 の 日程 を決 め て い た 。1976年 が

･そ の例 で あ る 。

教 会 最 初 の 大 会 は,1930年6月9日 に ニ ュ

ー ヨー ク州 フ ェ イヤ ッ トで開 か れ
,27名 の 会･

員 全 員 が 出席 し た。(E∬ θπ麗α♂ε 珈C勧7cん

H競o賜p.82)同 じ年 の9月 に は フ ェ イ ヤ

ッ トで2度 目の 大 会 が 開 か れ,翌1931年 に は

1月2日 か ら10月25,6日 ま で,フ ェ イ ヤ ッ

トか らオ ハ イ オ 州 の カー トラ ン ド,ハ イ ラム,

オ レ ン ジ カ ウ ン テ ィー へ と所 を移 し て行 な わ

れ た 。 そ の 後 は教 会 の発 展 と呼 応 し て開 催 場

所 も変 わ り,オ ハ イ オ州 ア ム ハ ス トか らフ ァ

ー ウエ ス ト
,ノ ー ブ ー,ウ イ ン ター ク ォ ー タ

ー ズ
,ガ ウ ン シ ル ブ ラ フ ス へ と移 っ た。

総 大 会 が4月 と10月 に 開 催 さ れ る よ うに な

っ た の は,聖 徒 た ちが ソ ル トレ ー ク･シ テ ィ

ー に 着 い て か ら の こ とで あ る
。 そ の 最 初 の 大

会 が 開 か れ た の は1848年10月6日 か ら8日 の

こ とで あ っ た 。 中 に は 例 外 も あ る 。 第89回 総

大 会 は,イ ン フ ル エ ンザ の流 行 の た め に6月

ま で 延 期 され た。 また1957年 の 半 期 総 大 会 は,

ア ジア 風 邪 の ま ん え ん の た め に 開 催 中止 とな

っ て い る 。

聖 徒 た ち が 定 住 した の は グ レー･ト ソル トレ

ー ク盆 地 だ が
,1885年4月 お よび10月 大 会 は

ユ タ 州 リ ロ ー ガ ン で,ま た翌 年 は プ ロ ボ と コ

ー ル ビル
,さ ら に1887年4月 の 大 会 は プ ロ ボ

で 開 か れ,再 度 ソ ル トレー ク･シ テ ィー で大

会 が 開 か れ た の は,1887年10月 の 半 期 総 大 会

か らで あ っ た 。

27名 の 聖 徒 た ち に よっ て 始 ま っ た総 大 会 も,.

今 で は数 千 名 の教 会 貝 や 招 待 客 が 集 う会 とな

り,会 場 もタバ ナ ク ル に 収 容 し きれ な い 人 々

の た め に,同 じテ ン プ ル ス クエ ア の ア セ ン ブ･

リー ホ ー ル と,近 くの ソル トパ レス が 用 い ら

れ て い る。 ま た ア メ リカ 合 衆 国,カ ナ ダ,メ

キ･シコ,中 南 米 諸 国,オ ー ス トラ リア,ニ ュ

ー ジー ラ ン ド
,フ ィ リ ピ ン,香 港,韓 国,日

本 で は,多 くの 人 々 が テ レ ビや ラ ジ オ,電 話

回 線 を 利 用 して 間 接 的 に大 会 に 参 加 して い る。
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家族の証

明 日に夢 と希望をもうて

こ こ に証 で き ます こ とを心 か ら感 謝 申 し上 げ ます 。

私 の 家 庭 は 母 子 家 庭 です 。 高 校 生 と中 学 生 の 兄 弟3人 と

共 に生 活 して い ます 。 私 は,過 去 の 悲 しみ や 苦 しみ に 打 ち

ひ しが れ て,毎 日を 暗 い気 持 で 過 ご して い ま した 。 そ ん な

時,あ れ は確 か,2年 前 の9月 も終 りに 近 づ い た 頃 の こ ど

で す 。 突 然 表 の 方 か ら｢ご め ん 下 さ い｣と 声 が し ま した 。

｢あ ら
,だ れ か し ら｣と 思 っ て｢は い｣と 答 え て 立 ち上 が

り,ひ ょい と表 の方 に 目 を 向 け た 時 です 。 ま っ 白 な ワ イ シ

ャ ツ に い きな ネ ク タ イ を き ち ん とつ け て 見 る か らに 清 潔 で

品 の よ い 外 人 の 方 が ふ た り立 っ て お られ ま した 。

｢私 た ち は 末 日聖 徒 イエ ス･キ リス ト教 会 か ら参 り ま し

た 。 も し よ ろ しか っ た ら,10分 位 お 話 を し た い の で す が｣

と言 わ れ ま した 。 あ ん ま り 日本 語 が お上 手 で した の で び っ

く り し ま した 。 ち ょっ と とま どい ま した が,.｢ど う ぞ 中 に

お 入 り下 さ い｣と 申 し ま し た 。･そし て初 め て福 音 の 教 え を

聞 く機 会 に 恵 まれ ま した 。 彼 らの お 話 を聞 い て お ります 内

に,私 は何 とな く心 が な ごみ,と て も暖 か い もの を感 じ ま

し た。 そ の 夜,3人 の 子 供 た ち に も話 し,次 の訪 問 の 日 を

心 か ら楽 しみ に 待 っ て い ま した 。 そ して,何 回 か 訪 問 と レ

ッ ス ン を受 け る 間 に,家 庭 の 中 も次 第 に 明 る くな り,楽 し

､

日本福岡伝道部

佐世保支部

渡 辺 節 子

さが よ み が え っ て き ま した 。

レ ッス ンの 中 で 家 族 の 愛 と一 致 を知 り,ま た一 番 大切 な

家 族 の 会 話 を悟 る こ とが で き ま した 。 私 た ち家 族 が 初 め て

教 会 に集 っ た 時,会 員 の一 人 一 人 は,愛 と笑 顔 で迎 えて 下

さ い ま した 。 全 く暗 い世 間 しか 知 らな か っ た 私 は,本 当 に

夢 の 国 に い る よ うな 気 持 ち で した 。本 当 に こ ん な 素 晴 ら しい

教 会 が 私 の 住 む 町 に あ っ た なん て,私 は も ち ろ ん の こ と,

3人 の 兄 弟 た ち もび っ く りし ま した 。 そ れ か ら,長 老 の 訪

問 と レ ッス ン,毎 週 の 安 息､日が 待 ち遠 し く思 わ れ る よ うに

な りま した 。 しば ら くレ ッス ン を受 け て,明 くる年 の6月

14日,家 族 そ ろ っ て バ プ テ ス マ を受 け る こ とが で き ま した 。

教 会 に集 っ て2年 目 を迎 え た今 は,家 族 の 一 人一 人 が 大

切 な責 任 をい た だ い て 頑 張 って い ます 。 多 くの 迷 い と周 囲

の誘 惑 もあ ります が,私 た ちは,天 の お 父様 が 私 た ち を愛

を も っ て守 っ て い て 下 さ る こ とを信 じて い ます 。 私 の 家 族

を この 素 晴 ら しい教 会 に導 い て 下 さ っ た長 老 に 心 か ら感 謝

して い ます 。

神 様 は確 か に 生 きて お られ ます 。 この 教 会 が 真 の教 会 で

あ る こ と を心 か ら証 致 し ます 。 イエ ス･キ リス トの み 名 に

よ って 証 致 し ま した 。 アー メ ン。

家庭に信仰と希望と愛を

あ る 日,私 た ち家 族 は,あ る施 設 の 子 供 を 里 親 と して 預

か りま した 。 そ の子 供 は10歳8歳,3歳 の3人 兄 弟 で,
り

父 親 の 酒乱 に よ り母 親 は 蒸 発 し,捨 て られ た の で す 。 そ の

3人 兄 弟 の8歳 の子 供 を2日 間 あ ず か り終 え て施 設 に送 り

届 け た後,帰 ろ う と思 って 車 に 戻 っ た と こ ろ,送 り届 け た

は ず の 子 供 と その 姉 が 車 の とこ ろで 私 を待 っ て い ま した 。

そ して さ よ うな ら と言'いな が ら,い つ まで も手 を振 って 車

を追 いか け て 来 る の で す 。 私 は 目頭 が 熱 くな り,子 供 を捨
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てた親を恨みました。その時教会の長老か ら頂 いた名刺に

｢いかなる成功 も家挨の失敗 を償 うこ とはできない｣と 書

いてあ り,この子供")親 が この教会 を知 り,知恵の言葉を聞

き入れていたら,子 供は捨てられず,神 様により救われた

であろうと思い,私 はこの時,本 当にこの子供 をお救い下

さいと祈 りました。そ して施設の子供 をあずか ったことが

偶然とはいえ,何 か神様が導 きを下 さり,私 たち家族にこ

の子供 を通 して家庭の大事 さと知恵の言葉を教え示された
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